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クロック制御と動作モード 
例外 
入出力ポート 
製品個別情報 
非同期シリアル通信回路 
セキュリティー機能 
セキュアアクセスメモリー 
  



 
 

フラッシュメモリー 
 

 2026-02-20 
Rev. 1.0 

8/89 

 

表記規約 
● 数値表記は以下の規則に従います。 

16 進数表記:  0xABC 
10 進数表記:  123 または 0d123(10 進表記であることを示す必要のある場合だけ使用) 
2 進数表記:  0b111(ビット数が本文中に明記されている場合は「0b」を省略可) 

● ローアクティブの信号は信号名の末尾に「_N」で表記します。 
● 信号がアクティブレベルに移ることを「アサート(assert)」アクティブでないレベルに移ることを「デ

アサート(deassert)」と呼びます。 
● 複数の信号名は[m:n]とまとめて表記する場合があります。 

例: S[3: 0]は S3、S2、S1、S0 の 4 つの信号名をまとめて表記しています。 
● 本文中[ ]で囲まれたものはレジスターを定義しています。 

例: [ABCD] 
● 同種で複数のレジスター、フィールド、ビット名は「n」で一括表記する場合があります。 

例: [XYZ1]、[XYZ2]、[XYZ3] → [XYZn] 
● 「レジスター一覧」中のレジスター名でユニットまたはチャネルは「x」で一括表記しています。 

ユニットの場合、「x」は A、B、C、...を表します。 
例: [ADACR0]、[ADBCR0]、[ADCCR0] → [ADxCR0] 
チャネルの場合、「x」は 0、1、2、...を表します。 
例: [T32A0RUNA]、[T32A1RUNA]、[T32A2RUNA] → [T32AxRUNA] 

● レジスターのビット範囲は[m:n]と表記します。 
例: [3: 0]はビット 3 から 0 の範囲を表します。 

● レジスターの設定値は 16 進数または 2 進数のどちらかで表記されています。 
例: [ABCD]<EFG> = 0x01 (16 進数)、[XYZn]<VW> = 1 (2 進数) 

● ワード、バイトは以下のビット長を表します。 
バイト:   8 ビット 
ハーフワード:  16 ビット 
ワード:   32 ビット 
ダブルワード:  64 ビット 

● レジスター内の各ビットの属性は以下の表記を使用しています。 
R:  リードオンリー 
W:  ライトオンリー 
R/W: リード/ライト 

● 断りのない限り、レジスターアクセスはワードアクセスだけをサポートします。 
● 本文中の予約領域「Reserved」として定義されたレジスターは書き換えを行わないでください。 

また、読み出した値を使用しないでください。 
● Default 値が「-」となっているビットから読み出した値は不定です。 
● 書き込み可能なビットフィールドと、リードオンリー「R」のビットフィールドが共存するレジス

ターに書き込みを行う場合、リードオンリー「R」のビットフィールドには Default 値を書き込んで

ください。 
Default 値が「-」となっている場合は、個々のレジスターの定義に従ってください。 

● ライトオンリーのレジスターの Reserved ビットフィールドには Default 値を書き込んでください。

Default 値が「-」となっている場合は、個々のレジスターの定義に従ってください。 
● 書き込みと読み出しで異なる定義のレジスターへのリードモディファイライト処理は行わないでく

ださい。 
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本資料に記載されている社名・商品名・サービス名などは、それぞれ各社が商標として使用している

場合があります。 
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用語・略語 
この仕様書で使用されている用語・略語の一部を記載します。 
 
ACK Acknowledgement 
Adr Address 
KB  Kilo Bytes 
POR Power-on Reset 
PORF Power-on Reset for Flash and Debug 
SAM Secure Access Memory 
UART Asynchronous Serial Communication Circuit 
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1.  概要 
 
表 1.1 にフラッシュメモリーの概要を示します。 
フラッシュコマンドにはセキュリティー機能に関するコマンドも含まれています。セキュリティー機

能についてはリファレンスマニュアル「セキュリティー機能」を参照してください。 
 
 

表 1.1  構成と機能の概要 

機能分類 機能 説明 

フラッシュメモリー 

構成 
エリア:  128K バイト 
ブロック:  8K バイト 
ページ:  128 バイト 

書き込み ページ単位 

消去 
チップ単位 
エリア単位 
ブロック単位 

フラッシュプロテクト ブロック単位でフラッシュメモリーの書き込みおよ

び消去の禁止が可能 

デュアル動作 
片方のエリアから命令、データの読み出しを行い

ながら他方のエリアのフラッシュメモリーへの書き

込み/消去が可能 
リードバッファー 最短 1 クロックアクセスが可能 

フラッシュコマンド 
データ書き込み/消去 
フラッシュプロテクト設定/解除 
セキュリティー機能設定/解除 
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2.  構成 

2.1.  ブロック図 
 
フラッシュメモリーのブロック図と信号一覧を示します。 
セキュアアクセスメモリーに関するレジスターは、リファレンスマニュアル「セキュアアクセスメモ

リー」を参照してください。 
 
 

 
図 2.1  フラッシュメモリーのブロック図 

 
 

表 2.1  信号一覧 

No. 記載名 信号名称 I/O 参照リファレンスマニュアル 

1 fIHOSC1 プログラム/消去タイミング生成用クロック 入力 クロック制御と動作モード 

2 INTFLCRDY Flash Ready 割り込み 出力 例外 

  

フラッシュメモリーインターフェース

リードバッファー

フラッシュメモリー制御回路
（含む自動シーケンス制御回路）

フラッシュプロテクト

チッププロテクト/東芝テストモード制御

フラッシュメモリー
エリア0

フラッシュメモリー
エリア1

Chip Protect/
Toshiba Test Mode 

Control
Status Register

[FCCPROTCONSR]

Chip Protect Mask 
Register

[FCCPROMR]

Flash Protect 
Status Register
[FCFPROSR0]

Flash Protect Mask 
Register

[FCFPROMR0]

Area Selection 
Register

[FCAREASEL]

Status Register 0
[FCSR0]

Access Control 
Register

[FCACCR]

Keycode Register 
[FCKCR]

プログラム/消去タイミング
生成用クロック

fIHOSC1

INTFLCRDY

セキュアアクセスメモリー

解除不能フラッシュプロテクト

ロック設定

ユーザーコード

SAM Protect 
Register

[SAMPROTECT]
CBP Area End 

Address Register
[SAMCBPEND]

Non-rereasable 
Flash Protect 

Status Register
[FCNRFPSR]

Lock Status 
Register

[FCLOCKSR]

User Code
Register

[FCUSRCODEn]

SAM
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2.2.  フラッシュメモリーの構成 
 
フラッシュメモリーの構成の単位として、「エリア」、「ブロック」、「ページ」があり、それぞれのサイ

ズは以下のとおりです。 
 

● エリア:  128K バイト 
● ブロック: 8K バイト 
● ページ:  128 バイト 
 
消去はブロック単位、またはエリア単位、全フラッシュメモリーで行います。 
書き込みはページ単位で行います。 
フラッシュプロテクトはブロック単位で設定します。 
使用できるアドレスについてはリファレンスマニュアル「製品個別情報」を参照してください。 
 

表 2.2  フラッシュメモリーの構成 

エリア ブロック ページ 命令実行用アドレス コマンドシーケンス用アドレス 

0 

0 0 ~ 63 0x00000000 ~ 0x00001FFF 0x5E000000 ~ 0x5E001FFF 
1 64 ~ 127 0x00002000 ~ 0x00003FFF 0x5E002000 ~ 0x5E003FFF 
2 128 ~ 191 0x00004000 ~ 0x00005FFF 0x5E004000 ~ 0x5E005FFF 
3 192 ~ 255 0x00006000 ~ 0x00007FFF 0x5E006000 ~ 0x5E007FFF 
4 256 ~ 319 0x00008000 ~ 0x00009FFF 0x5E008000 ~ 0x5E009FFF 
5 320 ~ 383 0x0000A000 ~ 0x0000BFFF 0x5E00A000 ~ 0x5E00BFFF 
6 384 ~ 447 0x0000C000 ~ 0x0000DFFF 0x5E00C000 ~ 0x5E00DFFF 
7 448 ~ 511 0x0000E000 ~ 0x0000FFFF 0x5E00E000 ~ 0x5E00FFFF 
8 512 ~ 575 0x00010000 ~ 0x00011FFF 0x5E010000 ~ 0x5E011FFF 
9 576 ~ 639 0x00012000 ~ 0x00013FFF 0x5E012000 ~ 0x5E013FFF 
10 640 ~ 703 0x00014000 ~ 0x00015FFF 0x5E014000 ~ 0x5E015FFF 
11 704 ~ 767 0x00016000 ~ 0x00017FFF 0x5E016000 ~ 0x5E017FFF 
12 768 ~ 831 0x00018000 ~ 0x00019FFF 0x5E018000 ~ 0x5E019FFF 
13 832 ~ 895 0x0001A000 ~ 0x0001BFFF 0x5E01A000 ~ 0x5E01BFFF 
14 896 ~ 959 0x0001C000 ~ 0x0001DFFF 0x5E01C000 ~ 0x5E01DFFF 
15 960 ~ 1023 0x0001E000 ~ 0x0001FFFF 0x5E01E000 ~ 0x5E01FFFF 

1 

16 1024 ~ 1087 0x00020000 ~ 0x00021FFF 0x5E020000 ~ 0x5E021FFF 
17 1088 ~ 1151 0x00022000 ~ 0x00023FFF 0x5E022000 ~ 0x5E023FFF 
18 1152 ~ 1215 0x00024000 ~ 0x00025FFF 0x5E024000 ~ 0x5E025FFF 
19 1216 ~ 1279 0x00026000 ~ 0x00027FFF 0x5E026000 ~ 0x5E027FFF 
20 1280 ~ 1343 0x00028000 ~ 0x00029FFF 0x5E028000 ~ 0x5E029FFF 
21 1344 ~ 1407 0x0002A000 ~ 0x0002BFFF 0x5E02A000 ~ 0x5E02BFFF 
22 1408 ~ 1471 0x0002C000 ~ 0x0002DFFF 0x5E02C000 ~ 0x5E02DFFF 
23 1472 ~ 1535 0x0002E000 ~ 0x0002FFFF 0x5E02E000 ~ 0x5E02FFFF 
24 1536 ~ 1599 0x00030000 ~ 0x00031FFF 0x5E030000 ~ 0x5E031FFF 
25 1600 ~ 1663 0x00032000 ~ 0x00033FFF 0x5E032000 ~ 0x5E033FFF 
26 1664 ~ 1727 0x00034000 ~ 0x00035FFF 0x5E034000 ~ 0x5E035FFF 
27 1728 ~ 1791 0x00036000 ~ 0x00037FFF 0x5E036000 ~ 0x5E037FFF 
28 1792 ~ 1855 0x00038000 ~ 0x00039FFF 0x5E038000 ~ 0x5E039FFF 
29 1856 ~ 1919 0x0003A000 ~ 0x0003BFFF 0x5E03A000 ~ 0x5E03BFFF 
30 1920 ~ 1983 0x0003C000 ~ 0x0003DFFF 0x5E03C000 ~ 0x5E03DFFF 
31 1984 ~ 2047 0x0003E000 ~ 0x0003FFFF 0x5E03E000 ~ 0x5E03FFFF 
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3.  機能説明・動作説明 
 
フラッシュメモリーは、一部の機能を除き JEDEC 標準機能に準拠しています。 
 

表 3.1  JEDEC準拠機能 

JEDE準拠の機能 変更、追加、削除した機能 

● 自動プログラム 
● 自動チップ消去 
● 自動ブロック消去 

<追加>自動エリア消去、自動 CPRO プログラム、自動 TCON プログラム、 
       自動 CPROTCON 解除、自動 SAMNRFP プログラム/解除 
<変更>自動 FPRO プログラム/解除 
       (ソフトウェアプロテクトのみサポート) 
<削除>消去レジューム/サスペンド機能 

 

使用上の注意事項 
 

(1) コマンドシーケンスを実行する前には、必ず[CGOSCCR]<IHOSC1EN> = 1 にセットして内蔵

高速発振器 1(IHOSC1)を発振させてください。 
IHOSC1 のクロックはフラッシュメモリー書き込み/消去時のタイミングを生成します。 
 

(2) 内蔵高速発振器 1(IHOSC1)の発振開始手順に従って発振が安定してからフラッシュメモリー

を操作してください。 
内蔵高速発振器 1(IHOSC1)およびウオーミングアップについては、リファレンスマニュアル

「クロック制御と動作モード」を参照してください。 
 

(3) フラッシュメモリーが書き込み/消去中のとき([FCSR0]<RDYBSY> = 0)は、電源を切断しない

でください。 
 

(4) フラッシュメモリーが書き込み/消去中のとき([FCSR0]<RDYBSY> = 0)は、STOP1、STOP2
モードを起動しないでください。 
 

(5) フラッシュメモリーが書き込み/消去中のとき([FCSR0]<RDYBSY> = 0)は、リセット例外が発

生しないようにしてください。 
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3.1.  フラッシュメモリーのコマンドシーケンス 

3.1.1.  フラッシュメモリーのコマンドシーケンス一覧 
 
表 3.2、表 3.3 にコマンドシーケンスの各バスサイクルのアドレスとデータを示します。 
表 3.3 はセキュリティー機能に関するコマンドです。セキュリティー機能については、リファレンス

マニュアル「セキュリティー機能」を参照してください。 
 
コマンドシーケンスの各バスサイクルで使用するアドレスは、「表 3.4  コマンドシーケンスのアドレ

スビット構成」を参照してください。 
表 3.2、表 3.3 では、データの下位 8 ビットのデータのみ示しています。 
 
ID-Read コマンドの第 4、第 5 バスサイクル以外は全て「バスライトサイクル」です。バスライトサイ

クルは 32 ビット(1 ワード)のデータ転送命令で実施します。 
 

表 3.2  コマンドシーケンス(1) 
シーケンス 

 
 
 

コマンド 

第1バス 
サイクル 

第2バス 
サイクル 

第3バス 
サイクル 

第4バス 
サイクル 

第5バス 
サイクル 

第6バス 
サイクル 

… 
第35バス 
サイクル 

アドレス アドレス アドレス アドレス アドレス アドレス … アドレス 

データ データ データ データ データ データ … データ 

Read/ 
リセット 

0xYYYYXXXX - - - - - - - 

0xF0 - - - - - - - 

ID-Read 
0xYYYYX55X 0xYYYYXAAX 0xYYYYX55X IA 0xYYYYXXXX - - - 

0xAA 0x55 0x90 Undefined ID - - - 

自動プログラム 
0xYYYYX55X 0xYYYYXAAX 0xYYYYX55X PA PA PA … PA 

0xAA 0x55 0xA0 PD0 PD1 PD2 … PD31 

自動ブロック 
消去 

0xYYYYX55X 0xYYYYXAAX 0xYYYYX55X 0xYYYYX55X 0xYYYYXAAX BA - - 

0xAA 0x55 0x80 0xAA 0x55 0x30 - - 

自動エリア消去 
0xYYYYX55X 0xYYYYXAAX 0xYYYYX55X 0xYYYYX55X 0xYYYYXAAX AA - - 

0xAA 0x55 0x80 0xAA 0x55 0x20 - - 

自動チップ消去 
0xYYYYX55X 0xYYYYXAAX 0xYYYYX55X 0xYYYYX55X 0xYYYYXAAX 0xYYYYX55X - - 

0xAA 0x55 0x80 0xAA 0x55 0x10 - - 

自動FPRO 
プログラム 

0xYYYYX55X 0xYYYYXAAX 0xYYYYX55X FPA - - - - 

0xAA 0x55 0x9A 0x9A - - - - 

自動FPRO 
解除 

0xYYYYX55X 0xYYYYXAAX 0xYYYYX55X 0xYYYYX55X 0xYYYYXAAX FPA - - 

0xAA 0x55 0x80 0xAA 0x55 0x60 - - 

 
補足説明 

▪ IA: ID アドレス 
▪ ID: ID データ 
▪ BA: ブロックアドレス 
▪ AA: エリアアドレス 

▪ PA: プログラムアドレス 
▪ PDn: プログラムデータ(32 ビットデータ) 
▪ FPA: FPRO アドレス 
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表 3.3  コマンドシーケンス(2) 

シーケンス 
 
 
 

コマンド 

第1バス 
サイクル 

第2バス 
サイクル 

第3バス 
サイクル 

第4バス 
サイクル 

第5バス 
サイクル 

第6バス 
サイクル 

… 
第10バス 
サイクル 

アドレス アドレス アドレス アドレス アドレス アドレス … アドレス 

データ データ データ データ データ データ … データ 

自動CPRO 
プログラム 

0xYYYYX55X 0xYYYYXAAX 0xYYYYX55X CTA - - - - 

0xAA 0x55 0x9A 0x9A - - - - 

自動TCON 
プログラム 

0xYYYYX55X 0xYYYYXAAX 0xYYYYX55X CTA - - - - 

0xAA 0x55 0x9C 0x9C - - - - 

自動 
CPROTCON 
解除 

0xYYYYX55X 0xYYYYXAAX 0xYYYYX55X 0xYYYYX55X 0xYYYYXAAX CTA - - 

0xAA 0x55 0x80 0xAA 0x55 0x60 - - 

自動 
SAMNRFP 
プログラム 

0xYYYYX55X 0xYYYYXAAX 0xYYYYX55X SNA SNA SNA … SNA 

0xAA 0x55 0x9B SND0 SND1 SND2 … SND6 

自動 
SAMNRFP 
解除 

0xYYYYX55X 0xYYYYXAAX 0xYYYYX55X 0xYYYYX55X 0xYYYYXAAX SNA - - 

0xAA 0x55 0x80 0xAA 0x55 0x60 - - 

 
補足説明 

▪ CTA: CPROTCON アドレス 
▪ SNA: SAMNRFP アドレス 

▪ SNDn: SAMNRFP データ 
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3.1.2.  コマンドシーケンスのアドレスビット構成 
 
表 3.4 は、「表 3.2  コマンドシーケンス(1)」、「表 3.3  コマンドシーケンス(2)」と併せて参照してく

ださい。 
 
表 3.4 でコマンドシーケンス、バスサイクルが指定されていないバスサイクルのアドレスには通常コ

マンドの「コマンド」(Adr[11:4])に表 3.2 と表 3.3 の数値を使用したものになります。 
それ以外のコマンドシーケンス、バスサイクルに関しては表 3.4 で指定されたアドレスを入力してく

ださい。 
 

表 3.4  コマンドシーケンスのアドレスビット構成 
 
[通常コマンド] 

アドレス Adr 
[31:24] 

Adr 
[23:18] 

Adr 
[17] 

Adr 
[16:12] 

Adr 
[11:4] 

Adr 
[3:0] 

通常コマンド 

通常コマンドのバスライトサイクルアドレス設定 

0x5E "0" 
固定 

エリア 
エリア 0: 0 
エリア 1: 1 

"0" 
推奨 コマンド "0" 

推奨 

 
[Read/リセット、ID-Read] 

アドレス Adr 
[31:24] 

Adr 
[23:18] 

Adr 
[17:14] 

Adr 
[13:12] 

Adr 
[11:0] 

Read/リセット 
Read/リセットの第 1 バスライトサイクルアドレス設定 

0x5E "0" 
固定 

"0" 
推奨 

ID-Read 
IA: ID アドレス(ID-Read の第 4 バスリードサイクルアドレス設定) 

0x5E "0" 
固定 

"0" 
固定 

ID 
アドレス 

"0" 
推奨 

 
[自動プログラム] 

アドレス Adr 
[31:24] 

Adr 
[23:18] 

Adr 
[17] 

Adr 
[16:6] 

Adr 
[5:0] 

自動プログラム 

PA: プログラムアドレス(プログラムの第 4 ~ 35 バスライトサイクルアドレス設定) 

0x5E "0" 
固定 

エリア 
エリア 0: 0 
エリア 1: 1 

プログラム 
アドレス 

"0" 
推奨 

 
[自動ブロック消去] 

アドレス Adr 
[31:24] 

Adr 
[23:18] 

Adr 
[17] 

Adr 
[16:13] 

Adr 
[12:0] 

自動ブロック 
消去 

BA: ブロックアドレス(ブロック消去の第 6 バスライトサイクルアドレス設定) 

0x5E "0" 
固定 

エリア 
エリア 0: 0 
エリア 1: 1 

ブロック 
アドレス 

"0" 
推奨 
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[自動エリア消去] 

アドレス Adr 
[31:24] 

Adr 
[23:18] 

Adr 
[17] 

Adr 
[16:0] 

自動エリア消去 

AA: エリアアドレス(エリア消去の第 6 バスライトサイクルアドレス設定) 

0x5E "0" 
固定 

エリア 
エリア 0: 0 
エリア 1: 1 

"0" 
推奨 

 
[自動チップ消去] 

アドレス Adr 
[31:24] 

Adr 
[23:18] 

Adr 
[17:12] 

Adr 
[11:4] 

Adr 
[3:0] 

自動チップ消去 
チップ消去の第 1 ~ 6 バスライトサイクルアドレス設定 

0x5E "0" 
固定 

"0" 
推奨 コマンド "0" 

推奨 
 
[自動 FPRO プログラム/解除] 

アドレス Adr 
[31:24] 

Adr 
[23:18] 

Adr 
[17] 

Adr 
[16:12] 

Adr 
[11:9] 

Adr 
[8:4] 

Adr 
[3:0] 

自動 FPRO 
プログラム 

FBA: FPRO アドレス(FPRO プログラムの第 4 バスライトサイクルアドレス設定) 

0x5E "0" 
固定 

"0" 
固定 

"00010" 
固定 

"0" 
固定 FPRO アドレス "0" 

推奨 

自動FPRO解除 
FBA: FPRO アドレス(FPRO 解除の第 6 バスライトサイクルアドレス設定) 

0x5E "0" 
固定 

"0" 
固定 

"00010" 
固定 

推奨 
"0" 

 
[自動 CPRO プログラム/自動 TCON プログラム/自動 CPROTCON 解除] 

アドレス Adr 
[31:24] 

Adr 
[23:18] 

Adr 
[17] 

Adr 
[16:12] 

Adr 
[11:0] 

自動 CPRO 
プログラム 
自動 TCON 
プログラム 

CTA: CPROTCON アドレス 
(CPRO プログラム/TCON プログラムの第 4 バスライトサイクルアドレス設定) 

0x5E "0" 
固定 

"0" 
固定 

"00001" 
固定 

"0" 
推奨 

自動
CPROTCON 
解除 

CTA: CPROTCON アドレス 
(CPROTCON 解除の第 6 バスライトサイクルアドレス設定) 

0x5E "0" 
固定 

"0" 
固定 

"00001" 
固定 

"0" 
推奨 

 
[自動 SAMNRFP プログラム/解除] 

アドレス Adr 
[31:24] 

Adr 
[23:18] 

Adr 
[17] 

Adr 
[16:12] 

Adr 
[11:0] 

自動SAMNRFP 
プログラム 

SNA: SAMNRFP アドレス 
(SAMNRFP プログラムの第 4 ~ 10 バスライトサイクルアドレス設定) 

0x5E "0" 
固定 

"0" 
固定 

"00000" 
固定 

"0" 
推奨 

自動SAMNRFP 
解除 

SNA: SAMNRFP アドレス 
(SAMNRFP 解除の第 6 バスライトサイクルアドレス設定) 

0x5E "0" 
固定 

"0" 
固定 

"00000" 
固定 

"0" 
推奨 
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3.1.3.  エリアアドレス(AA)、ブロックアドレスの指定(BA) 
 
自動ブロック消去コマンドと自動エリア消去コマンドの第 6 バスライトサイクルで、消去するブロッ

クまたはエリアに含まれる任意のアドレスを指定します。 
 
表 3.5 にエリアアドレス(AA)とブロックアドレス(BA)を示します。 
 

表 3.5  エリアアドレス(AA)、ブロックアドレス(BA) 

エリア ブロック ページ 
AA/BA 

AA[31:0]/BA[31:0]例 
[17] [16] [15] [14] [13] 

0 

0 0 ~ 63 0 0 0 0 0 0x5E000000 ~ 0x5E001FFF 
1 64 ~ 127 0 0 0 0 1 0x5E002000 ~ 0x5E003FFF 
2 128 ~ 191 0 0 0 1 0 0x5E004000 ~ 0x5E005FFF 
:    :   : 

13 832 ~ 895 0 0 1 0 1 0x5E01A000 ~ 0x5E01BFFF 
14 896 ~ 959 0 0 1 1 0 0x5E01C000 ~ 0x5E01DFFF 
15 960 ~ 1023 0 0 1 1 1 0x5E01E000 ~ 0x5E01FFFF 

1 

16 1024 ~1087 1 0 0 0 0 0x5E020000 ~ 0x5E021FFF 
17 1088 ~ 1151 1 0 0 0 1 0x5E022000 ~ 0x5E023FFF 
18 1152 ~ 1215 1 0 0 1 0 0x5E024000 ~ 0x5E025FFF 
:    :   : 

29 1856 ~ 1919 1 0 1 0 1 0x5E03A000 ~ 0x5E03BFFF 
30 1920 ~ 1983 1 0 1 1 0 0x5E03C000 ~ 0x5E03DFFF 
31 1984 ~ 2047 1 0 1 1 1 0x5E03E000 ~ 0x5E03FFFF 
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3.1.4.  FPRO アドレスの指定(FPA) 

3.1.4.1.  自動 FPRO プログラム 
 
自動 FPRO プログラムコマンドの第 4 バスライトサイクルでフラッシュプロテクトを設定するブロッ

クに対応した FPRO アドレス(FPA)を指定します。 
 
 
ブロックと FPRO アドレス(FPA)の対応表を表 3.6 に示します。 
 

表 3.6  FPROアドレス (FPA) 

エリア ブロック ページ レジスター 
FPA 

FPA[31:0]例 
[8] [7] [6] [5] [4] 

0 

0 0 ~ 63 

[FCFPROSR0] 

<FPROSTA0> 0 0 0 0 0 0x5E002000 
1 64 ~ 127 <FPROSTA1> 0 0 0 0 1 0x5E002010 
2 128 ~ 191 <FPROSTA2> 0 0 0 1 0 0x5E002020 
: : :   :   : 

13 832 ~ 895 <FPROSTA13> 0 1 1 0 1 0x5E0020D0 
14 896 ~ 959 <FPROSTA14> 0 1 1 1 0 0x5E0020E0 
15 960 ~ 1023 <FPROSTA15> 0 1 1 1 1 0x5E0020F0 

1 

16 1024 ~1087 <FPROSTA16> 1 0 0 0 0 0x5E002100 
17 1088 ~ 1151 <FPROSTA17> 1 0 0 0 1 0x5E002110 
18 1152 ~ 1215 <FPROSTA18> 1 0 0 1 0 0x5E002120 
: : :   :   : 

29 1856 ~ 1919 <FPROSTA29> 1 1 1 0 1 0x5E0021D0 
30 1920 ~ 1983 <FPROSTA30> 1 1 1 1 0 0x5E0021E0 
31 1984 ~ 2047 <FPROSTA31> 1 1 1 1 1 0x5E0021F0 

 
 

3.1.4.2.  自動 FPRO 解除 
 
自動 FPRO 解除コマンドの第 6 バスライトサイクルでフラッシュプロテクト解除するブロックに対応

した FPRO アドレス(FPA)を指定します。自動 FPRO 解除では FPRO アドレス(FPA)と関係なく全てのブ

ロックのフラッシュプロテクト設定が解除されます。 
 
ブロックと FPRO アドレス(FPA)の対応表を表 3.7 に示します。 
 

表 3.7  FPROアドレス (FPA) 

エリア ブロック ページ レジスター 
FPA 

FPA [31:0]例 
[8] [7] [6] [5] [4] 

0/1 0 ~ 31 0 ~ 2047 [FCFPROSR0] <FPROSTA0> ~ 
<FPROSTA31> 0 0 0 0 0 0x5E002000 
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3.1.5.  CPROTCON アドレスの指定(CTA) 
 
自動 CPRO プログラムコマンドおよび自動 TCON プログラムコマンドの第 4 バスライトサイクルでチ

ッププロテクトおよび東芝テストモード制御を設定する CTA を指定します。 
また、自動 CPROTCON 解除コマンドの第 6 バスライトサイクルでチッププロテクトおよび東芝テス

トモード制御を解除する CTA を指定します。 
CTA を表 3.84 に示します。 
 

表 3.8  CPROTCONアドレス (CTA) 

CTA[31:0]例 

0x5E001000 
 
 
 

3.1.6.  ID-Read の ID アドレスの指定(IA) 
 
表 3.9 に ID アドレスと ID データを示します。 
ID アドレスは読み出したい ID データに対応したものを指定します。 
 

表 3.9  IDアドレス (IA)とIDデータ 

Code ID[15:0] 
IA 

IA[31:0]例 
[13] [12] 

メーカーコード 0x0098 0 0 0x5E000000 

デバイスコード 0x005A 0 1 0x5E001000 

- Reserved 1 0 Reserved 

マクロコード (注) 1 1 0x5E003000 

注) 製品、メモリーサイズによって異なる場合があります。リファレンスマニュアル「製品個別情報」

を参照してください。 
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3.1.7.  SAMNRFP データの指定(SNDn) 
 
表 3.10 に自動 SAMNRFP プログラムコマンドの第 4 ~ 10 バスライトサイクルのデータの構成を示し

ます。 
SND0 ~ 3 はユーザーコードで、所望の値を指定します。 
SND4 ~ 6 はセキュアアクセスメモリーと解除不能フラッシュプロテクトの設定で、同じ値を指定して

ください。 
 

表 3.10  自動SAMNRFPプログラムコマンドのデータ構成 

SND [31] [30] [29:20] [19:10] [9] [8] [7] [6:2] [1] [0] 

SND0 ユーザーコード 0 

SND1 ユーザーコード 1 

SND2 ユーザーコード 2 

SND3 ユーザーコード 3 

SND4 
"0" 
固定 LOCK "0x000" 

固定 
CBPEND 

[9:0] 
"0" 
固定 

SAM 
PROTECT 

"0" 
固定 

NRFP 
SET[4:0] 

"0" 
固定 

NRFP 
STA SND5 

SND6 

 
NRFPSTA 解除不能フラッシュプロテクト設定 

  0: 無効 
  1: 有効 

NRFPSET[4:0] 解除不能フラッシュプロテクト領域 
  00000: ブロック 0 
  00001: ブロック 0 ~ 1 
  00010: ブロック 0 ~ 2 
  00011: ブロック 0 ~ 3 
    ： 
  11111: ブロック 0 ~ 31 

SAMPROTECT セキュアアクセスメモリー設定 
  0: 無効 
  1: 有効 

CBPEND[9:0] セキュアアクセスメモリーBoot ステート領域の最終アドレスの上位 10 ビット 
LOCK ロック設定 

  0: 無効 
  1: 有効 
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3.2.  フローチャート 

3.2.1.  自動プログラム 
 

 
図 3.1  自動プログラムのフロー(1) 
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最終アドレス ?

自動プログラム終了

[FCSR0]
<RDYBSY> = 1 ?

[FCAREASEL]<AREAn>で実行対象となる
フラッシュメモリーのエリア選択の解除
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図 3.2  自動プログラムのフロー(2) 

  

0x5E000550/0x000000AA

0x5E000AA0/0x00000055

0x5E000550/0x000000A0

プログラムアドレス/
プログラムデータ PD0 (32ビットデータ)

プログラムアドレス/
プログラムデータ PD1 (32ビットデータ)

プログラムアドレス/
プログラムデータ PD30 (32ビットデータ)

プログラムアドレス/
プログラムデータ PD31 (32ビットデータ)

自動プログラムコマンドシーケンス

(アドレス/コマンド)
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3.2.2.  自動消去 
 

 
図 3.3  自動消去のフロー(1) 

 
注 1) 自動チップ消去コマンドシーケンスを実行する場合はフラッシュメモリーの全てのエリアを選択

してください。 
注 2) 自動消去後はブランクチェックでデータ消去されていることを確認してください。 
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自動エリア消去コマンドシーケンス、
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図 3.4  自動消去のフロー(2) 
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3.2.3.  フラッシュプロテクト 
 

 
図 3.5  フラッシュプロテクトのフロー(1) 
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図 3.6  フラッシュプロテクトのフロー(2) 
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3.2.4.  チッププロテクト/東芝テストモード制御 
 

 
図 3.7  チッププロテクト/東芝テストモード制御のフロー(1) 
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図 3.8  チッププロテクト/東芝テストモード制御のフロー(2) 
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3.2.5.  セキュアアクセスメモリー/解除不能フラッシュプロテクト 
 

 
図 3.9  セキュアアクセスメモリー/解除不能フラッシュプロテクトのフロー(1) 
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図 3.10  セキュアアクセスメモリー/解除不能フラッシュプロテクトのフロー(2) 
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4.  フラッシュメモリー詳細 
 
プログラム中でコマンドシーケンス(以下、コマンド)を実行することで、フラッシュメモリーへの書

き込みおよび消去を行います。また、セキュリティー機能の設定および解除を行います。 
コマンドを実行するプログラムはユーザーがあらかじめ用意しておきます。 
 
 

4.1.  機能 
 
表 4.1、表 4.2 にフラッシュメモリーの機能を示します。 
一部の機能を除き、フラッシュメモリーの書き込みおよび消去などは JEDEC 標準コマンドに準拠して

いますが、コマンドのアドレス指定が標準コマンドとは異なります。 
 
書き込みおよび消去を行う場合、1 ワード(32 ビット)のストアー命令を用いてフラッシュメモリーへ

コマンドを入力します。 
コマンド入力終了後、書き込みおよび消去はフラッシュメモリー内部で自動的に行われます。 
 

表 4.1  フラッシュメモリーの機能(1) 

主な機能 説明 

自動プログラム ページ単位でプログラムを自動で行います。 

自動チップ消去 フラッシュメモリーの全領域の消去を自動で行います。 

自動エリア消去 エリア単位での消去を自動で行います。 

自動ブロック消去 ブロック単位での消去を自動で行います。 

自動 FPRO プログラム ブロック単位でフラシュプロテクトを設定します。 

自動 FPRO 解除 全ブロックのフラッシュプロテクトを解除します。 

 
表 4.2  フラッシュメモリーの機能(2) 

主な機能 説明 

自動 CPRO プログラム チッププロテクトビットを"1"にします。 

自動 TCON プログラム 東芝テストモード制御を有効にします。 

自動 CPROTCON 解除 チッププロテクトビットを"0"にし、東芝テストモード制御を解除します。 

自動 SAMNRFP プログラム ユーザーコード、セキュアアクセスメモリー、解除不能フラッシュプロテクト

を設定します。 

自動 SAMNRFP 解除 ユーザーコードを消去し、セキュアアクセスメモリーと解除不能フラッシュ

プロテクトを解除します。 
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4.1.1.  フラッシュメモリーの動作モード 
 
フラッシュメモリーには、大きく分けて以下の 3 種類の動作モードがあります。 
 

● メモリーデータを読み出すモード(リードモード) 
● メモリーデータプログラム/消去コマンド入力モード(コマンドシーケンス入力モード) 
● メモリーデータを自動的に書き込み/消去するモード(自動動作モード) 
 
電源投入後、リセット解除後、および自動動作の正常終了後エリア指定解除するとフラッシュメモリ

ーはリードモードになります。フラッシュメモリーに書かれた命令およびデータの読み出しはリードモ

ードで行います。 
 
エリア指定をするとコマンド入力が可能になります。ID-Read コマンド以外のコマンドを入力すると

自動動作モードへ移り、自動動作の正常終了後、コマンドシーケンス入力モードに戻ります。コマンド

シーケンス入力モード、自動動作モード中は、そのフラッシュメモリーに書かれた命令、およびデータ

の読み出しはできません。 
 
 

4.1.2. コマンド実行方法 
 
コマンド実行は、エリア指定後ストアー命令を用いて Flash 領域(Mirror)に対してコマンドシーケンス

を書き込むことで行います。フラッシュメモリーは、入力されたアドレスとデータの組み合わせによっ

て各コマンドを自動的に実行します。コマンド実行の詳細は、「4.1.4. コマンド説明」を参照してくださ

い。 
 
フラッシュメモリーに対するストアー命令の実行を"バスライトサイクル"と呼びます。各コマンドは

幾つかのバスライトサイクルで構成されています。フラッシュメモリーは、バスライトサイクルのアド

レスとデータが規定の順番で実行されたときはコマンドを自動的に実行します。規定の順番で実行され

なかった場合、フラッシュメモリーはコマンドを実行せずリードモードに戻ります。 
 
コマンド入力の途中でキャンセルしたい場合(注)や、間違ったコマンドシーケンス(未定義)を入力した

場合は、Read/リセットコマンドを実行後コマンドシーケンス入力モードに戻ります。その後エリア指定

解除するとフラッシュメモリーはリードモードになります。 
 

注) キャンセルは自動プログラムコマンド/自動 SAMNRFP プログラムコマンドの第 3 バスサイクルまで

に、その他コマンドは最終バスサイクルまでに行ってください。 
 
コマンドシーケンスの書き込みが終了すると自動的に動作を開始し、[FCSR0]<RDYBSY> = 0 になり

ます。自動動作が正常終了したときに[FCSR0]<RDYBSY> = 1 となります。 
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自動動作モード中は、新たにコマンドシーケンスを受け付けません。 
コマンドを実行する際には以下の事項に留意してください。 
 

(1) 自動動作中は以下の操作を行わないでください。 
 
‒ 電源遮断 
‒ 全ての例外発生(推奨) 

 
(2) コマンドシーケンサーがコマンドを認識するために、コマンド入力前の状態がリードモードである

必要があります。エリア選択をしてコマンドシーケンス入力モードに移行する前に[FCSR0]<RDYBSY> 
= 1 であることを確認してください。続いてエリア選択、Read/リセットコマンドを実行してくださ

い。 
 

(3) デュアル動作を除き、コマンドシーケンスは内蔵 RAM 上で実行してください。 
デュアル動作では以下のコマンドが使用できます。 

 
‒ 自動プログラムコマンド 
‒ 自動ブロック消去コマンド 
‒ 自動エリア消去コマンド 

 
(4) 各コマンドを実行する前に対象エリアを選択([FCAREASEL]<AREAn>に"111"をライト)してくださ

い。 
なお、下記コマンドを実行する場合は全てのエリアを選択してください。 

 
‒ 自動チップ消去コマンド 
‒ 自動 FPRO プログラムコマンド 
‒ 自動 FPRO 解除コマンド 
‒ 自動 CPRO プログラムコマンド 
‒ 自動 TCON プログラムコマンド 
‒ 自動 CPROTCON 解除コマンド 
‒ 自動 SAMNRFP プログラムコマンド 
‒ 自動 SAMNRFP 解除コマンド 

 
(5) 各バスライトサイクルは連続して、1 ワード(32 ビット)のデータ転送命令で行います。 

 
(6) 各コマンドシーケンスの実行中に、実行対象となるフラッシュメモリーへのアクセスを行うとバス

フォールトを発生します。 
 

(7) コマンド発行時、誤ったアドレスやデータをライトした場合は、必ず Read/リセットコマンドシーケ

ンスを実行後コマンドシーケンス入力モードに戻してください。 
 

(8) 各コマンド実行の終了確認手順は以下のとおりです。 
 
(a) 最終バスライトサイクルの書き込みを行う。 
(b) [FCSR0]<RDYBSY> = 0 (自動動作中)となるまでポーリングします。 
(c) [FCSR0]<RDYBSY> = 1 (自動動作終了)となるまでポーリングします。 

 
(9) フラッシュメモリーからデータをリードする場合は、エリア選択を解除([FCAREASEL]<AREAn>に

"000"をライト)してください。 
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4.1.3. デュアル動作 
 

フラッシュメモリーのエリアが 2 つ以上搭載されている場合、片方のエリアから命令、データの読み

出しを行いながら他方のエリアのフラッシュメモリーへの書き込み/消去が可能です。 
これをデュアル動作と呼びます。 
 
例えば、エリア 0 のフラッシュメモリー上のプログラムを実行しながらエリア 1 のフラッシュメモリ

ーへの書き込み/消去ができます。 
 
デュアル動作では、エリア 0 のフラッシュメモリー上の命令を実行する場合に限り、割り込みの使用

が可能です。 
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4.1.4.  コマンド説明 
 
各コマンドの内容について説明します。具体的なコマンドシーケンスは「3.1.  フラッシュメモリーの

コマンドシーケンス」を参照してください。 
 

4.1.4.1.  自動プログラム 
 

(1) 動作内容 
 
自動プログラムコマンドシーケンスは、フラッシュメモリーにページ(128 バイト、32 ワード)単位

で書き込みを行います。このとき、ページをまたがってデータを書き込むことはできません 
フラッシュメモリーへの書き込みとは、"1"データセルを "0"データにすることです。"0"データセル

を"1"データにすることはできません。"0"データセルを"1"データにするには消去を行う必要があり

ます。 
 
自動プログラムコマンドシーケンスは消去後の書き込み単位に対して 1 回のみ可能で、"1"データセ

ルであっても"0"データセルであっても 2 回以上の実行はできません。 
一度書き込みを行ったアドレスに対して再度書き込みを行う場合は、自動ブロック消去、自動エリ

ア消去または自動チップ消去コマンドシーケンスを実行して消去を行った後に、自動プログラムコ

マンドシーケンスを実行する必要があります。 
 
自動プログラム中は、新たなコマンドシーケンスを受け付けません。 
自動プログラム実行終了後はコマンドシーケンス入力モードに戻ります。 
 

注 1) 消去を伴わない同一アドレスへの 2 回以上の書き込み実施はデータ破損の可能性があります。 
注 2) フラッシュプロテクト/解除不能フラッシュプロテクトが設定されたブロックへの書き込み/消去は

できません。 
 

(2) 実行方法 
 
第 1 ~ 第 3 バスライトサイクルが自動プログラムのコマンドシーケンスです。 
第 4 バスライトサイクルでデータを書き込む 32 ワードの先頭アドレスとデータを書き込みます。 
第 5 バスライトサイクル以降は 32 ワードの内の残りのデータを書き込みます。 
コマンドシーケンス入力後、自動プログラムを行います。 
 
32 ワードの一部に書き込みを行う場合、書き込みが不要なアドレスのデータは"0xFFFFFFFF"として

32 ワード分のデータの書き込みを行ってください。 
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4.1.4.2.  自動チップ消去 
 

(1) 動作内容 
 
自動チップ消去は、フラッシュメモリーの全アドレスに対して消去を行います。 
フラッシュプロテクト/解除不能フラッシュプロテクトが設定されているブロックがある場合は、そ

のブロックの消去は行わず、消去できるブロックを全て消去した後にコマンドシーケンス入力モー

ドに戻ります。 
 
フラッシュプロテクトは解除されませんので、解除が必要な場合は自動 FPRO 解除を実行してくだ

さい。 
 
自動チップ消去中は、新たなコマンドシーケンスを受け付けません。 
自動チップ消去実行終了後はコマンドシーケンス入力モードに戻ります。 
 

(2) 実行方法 
 
第 1 ~ 第 6 バスライトサイクルが自動チップ消去のコマンドシーケンスです。コマンドシーケンス

入力後、自動チップ消去を行います。 
正しく消去ができたかフラッシュメモリーの全アドレスのブランクチェックを行ってください。 
 

 
注) 自動チップ消去を連続して実行することはできません。再実行する場合は、一度ブランクチェック

を行った後に行ってください。 
 
 

4.1.4.3.  自動エリア消去 
 

(1) 動作内容 
 
自動エリア消去コマンドは、指定されたフラッシュメモリーのエリアに対して消去を行います。 
フラッシュプロテクト/解除不能フラッシュプロテクトが設定されているブロックがある場合は、そ

のブロックの消去は行わず、消去できるブロックを全て消去した後にコマンドシーケンス入力モー

ドに戻ります。 
 
自動エリア消去中は、新たにコマンドシーケンスを受け付けません。 
自動エリア消去実行終了後はコマンドシーケンス入力モードに戻ります。 
 

(2) 実行方法 
 
第 1 ~ 第 5 バスライトサイクルが自動エリア消去のコマンドシーケンスです。第 6 バスライトサイ

クルで消去するエリアを指定します。コマンド入力後、自動エリア消去を行います。 
正しく消去ができたか指定したエリアのブランクチェックを行ってください。 
 

 
注) 自動エリア消去を連続して実行することはできません。エリア消去を再実行する場合は、消去した

エリアに対して一度ブランクチェックを行った後に行ってください。 
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4.1.4.4.  自動ブロック消去 
 

(1) 動作内容 
 
自動ブロック消去コマンドは、指定されたフラッシュメモリーのブロックに対して消去を行います。 
指定されたブロックにフラッシュプロテクト/解除不能フラッシュプロテクトが設定されている場合

は消去を実行せず、コマンドシーケンス入力モードに戻ります。 
 
自動ブロック消去中は、新たにコマンドシーケンスを受け付けません。 
自動ブロック消去実行終了後はコマンドシーケンス入力モードに戻ります。 
 

(2) 実行方法 
 
第 1 ~ 第 5 バスライトサイクルが自動ブロック消去のコマンドシーケンスです。第 6 バスライトサ

イクルで消去するブロックを指定します。コマンドシーケンス入力後、自動ブロック消去を行いま

す。 
正しく消去ができたか指定したブロックのブランクチェックを行ってください。 

 
 

4.1.4.5.  自動 FPRO プログラム 
 

(1) 動作内容 
 
自動 FPRO プログラムコマンドは、ブロック単位でフラッシュプロテクトの設定を行います。 
フラッシュプロテクト設定を解除するためには自動 FPRO 解除コマンドを使用します。 
 
フラッシュプロテクトについては「4.1.6. フラッシュプロテクト(FPRO)」を参照してください。 
 
自動 FPRO プログラム中は、新たなコマンドシーケンスを受け付けません。 
自動 FPRO プログラム実行終了後はコマンドシーケンス入力モードに戻ります。 
 

(2) 実行方法 
 
第 1 ~ 第 3 バスライトサイクルが自動 FPRO プログラムのコマンドシーケンスです。第 4 バスライ

トサイクルでフラッシュプロテクトを設定するブロックを指定します。 
コマンド入力後、自動 FPRO プログラムを行います。 
正しく設定できたかどうか、指定したブロックの[FCFPROSR0]<FPROSTAn>を確認してください。 

 
注) 自動 FPRO プログラムを実行する場合は、[FCAREASEL]で全エリアを指定してください。 
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4.1.4.6.  自動 FPRO 解除 
 

(1) 動作内容 
 
自動 FPRO 解除コマンドは、チッププロテクトの設定に関係なく全てのブロックのフラッシュプロ

テクト設定を解除します。 
 
自動 FPRO 解除中は、新たなコマンドシーケンスを受け付けません。 
自動 FPRO 解除実行終了後はコマンドシーケンス入力モードに戻ります。 
 

(2) 実行方法 
 
第 1 ~ 第 5 バスライトサイクルが自動 FPRO 解除のコマンドシーケンスです。第 6 バスライトサイ

クルで自動 FPRO 解除のアドレスを指定します。 
コマンド入力後、自動 FPRO 解除を行います。 
 
正常に解除が行われたかどうか、[FCFPROSR0]<FPROSTA0> ~ <FPROSTA31>を確認してください。 

 
注) 自動 FPRO 解除を実行する場合は、[FCAREASEL]で全エリアを指定してください。 
 
 

4.1.4.7.  自動 CPRO プログラム 
 

(1) 動作内容 
 
自動 CPRO プログラムは、チッププロテクトビットを"1"にします。 
チッププロテクトビットを"0"にするためには自動 CPROTCON 解除コマンドを使用します。 
 
チッププロテクトについてはリファレンスマニュアル「セキュリティー機能」を参照してください。 
 
自動 CPRO プログラム中は、新たなコマンドシーケンスを受け付けません。 
自動 CPRO プログラム実行終了後はコマンドシーケンス入力モードに戻ります。 
 

(2) 実行方法 
 
第 1 ~ 第 3 バスライトサイクルが自動 CPRO プログラムのコマンドシーケンスです。第 4 バスライ

トサイクルで自動 CPRO プログラムのアドレスを指定します。 
コマンド入力後、自動 CPRO プログラムを行います。 
リセット後、チッププロテクトビットの値が反映されます。 
 
正常にチッププロテクトが有効になったか確認するために、リセット後、[FCCPROMR]<CPROMSK>
に"1"を設定して[FCCPROSR]<CPROSTA>をリードしてください。 
 

注) 自動 CPRO プログラムを実行する場合は、[FCAREASEL]で全エリアを指定してください。 
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4.1.4.8.  自動 TCON プログラム 
 

(1) 動作内容 
 
自動 TCON プログラムは、東芝テストモード制御を有効にします。 
東芝テストモード制御を解除するためには自動 CPROTCON 解除コマンドを使用します。 
 
東芝テストモード制御についてはリファレンスマニュアル「セキュリティー機能」を参照してくだ

さい。 
 
自動 TCON プログラム中は、新たなコマンドシーケンスを受け付けません。 
自動 TCON プログラム実行終了後はコマンドシーケンス入力モードに戻ります。 
 

(2) 実行方法 
 
第 1 ~ 第 3 バスライトサイクルが自動 TCON プログラムのコマンドシーケンスです。第 4 バスライ

トサイクルで東芝テストモード制御を設定するアドレスを指定します。 
コマンド入力後、自動 TCON プログラムを行います。 
リセット後、東芝テストモード制御は有効になります。 
 
正常に東芝テストモード制御が有効になったか確認するために、リセット後、

[FCCPROSR]<TCONSTA>をリードしてください。 
 

注) 自動 TCON プログラムを実行する場合は、[FCAREASEL]で全エリアを指定してください。 
 
 

4.1.4.9.  自動 CPROTCON 解除 
 

(1) 動作内容 
 
自動 CPROTCON 解除コマンドは、チッププロテクトビットを"0"とし、東芝テストモード制御を解

除します。 
実行する際のチッププロテクトの状態によって動作内容が異なります。詳細は、リファレンスマニ

ュアル「セキュリティー機能」を参照してください。 
 
自動 CPROTCON 解除中は、新たにコマンドシーケンスを受け付けません。 
自動 CPROTCON 解除実行終了後はコマンドシーケンス入力モードに戻ります。 
 

(2) 実行方法 
 
第 1 ~ 第 5 バスライトサイクルが自動 CPROTCON 解除のコマンドシーケンスです。第 6 バスライ

トサイクルで自動 CPROTCON 解除のアドレスを指定します。 
コマンド入力後、自動 CPROTCON 解除を行います。 
リセット後、チッププロテクトビットが"0"となり、東芝テストモード制御は解除されます。 
 
正常に自動 CPROTCON 解除コマンドが実行されたか、リセット後に以下の操作で確認してくださ

い。 
- [FCCPROMR]<CPROMSK>に"1"を設定して[FCCPROSR]<CPROSTA>をリードしてください。 
- [FCCPROSR]<TCONSTA>をリードしてください。 
 

注) 自動 CPROTCON 解除を実行する場合は、[FCAREASEL]で全エリアを指定してください。 
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4.1.4.10.  自動 SAMNRFP プログラム 
 

(1) 動作内容 
 
自動 SAMNRFP プログラムは、セキュアアクセスメモリーと解除不能フラッシュプロテクトの設定

を行います。また、ユーザーコード 0 ~ 3 の書き込みも合わせて行います。 
セキュアアクセスメモリーと解除不能フラッシュプロテクトの解除、およびユーザーコードの消去

は自動 SAMNRFP 解除コマンドを使用します。 
 
セキュアアクセスメモリーについてはリファレンスマニュアル「セキュアアクセスメモリー」を参

照してください。 
解除不能フラッシュプロテクトについてはリファレンスマニュアル「セキュリティー機能」を参照

してください。 
 
ユーザーコード 0 ~ 3 はユーザーが任意のデータを書き込むことができる領域です。書き込んだ内容

はユーザーコードレジスター[FCUSRCODEn]から読み出すことができます。 
 
自動 SAMNRFP プログラム中は、新たなコマンドシーケンスを受け付けません。 
自動 SAMNRFP プログラム実行終了後はコマンドシーケンス入力モードに戻ります。 
 

(2) 実行方法 
 
第 1 ~ 第 3 バスライトサイクルが自動 SAMNRFP プログラムのコマンドシーケンスです。第 4 ~ 第
10 バスライトサイクルで自動 SAMNRFP プログラムのアドレスを指定し、各機能について設定する

値を書き込みます。詳細は、「3.1.7  SAMNRFP データの指定(SNDn)」を参照してください。 
 
コマンド入力後、自動 SAMNRFP プログラムを行います。 
リセット後、セキュアアクセスメモリーと解除不能フラッシュプロテクトの設定およびユーザーコ

ードがレジスターに反映されます。 
 
正常にセキュアアクセスメモリー、解除不能フラッシュプロテクト、ユーザーコードの設定が行わ

れたか確認するために、リセット後、以下のレジスターをリードしてください。 
 
‒ [SAMPROTECT]<SAMPROTECT>、[SAMCBPEND] 
‒ [FCNRFPSR] 
‒ [FCUSRCODEn] 

 
注 1) 自動 SAMNRFP プログラムを実行する場合は、[FCAREASEL]で全エリアを指定してください。 
注 2) ユーザーコードを変更する場合、自動 SAMNRFP 解除コマンドで消去した後に自動 SAMNRFP プ

ログラムで設定してください。 
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4.1.4.11.  自動 SAMNRFP 解除 
 

(1) 動作内容 
 
自動 SAMNRFP 解除コマンドは、セキュアアクセスメモリーおよび解除不能フラッシュプロテクト

を解除、ユーザーコードを消去します。 
ロック設定されている場合、自動 SAMNRFP 解除コマンドは実行されません。詳細は、リファレン

スマニュアル「セキュリティー機能」、「セキュアアクセスメモリー」を参照してください。 
 
自動 SAMNRFP 解除中は、新たにコマンドシーケンスを受け付けません。 
自動 SAMNRFP 解除実行終了後はコマンドシーケンス入力モードに戻ります。 
 

(2) 実行方法 
 
第 1 ~ 第 5 バスライトサイクルが自動 SAMNRFP 解除のコマンドシーケンスです。第 6 バスライト

サイクルで自動 SAMNRFP 解除のアドレスを指定します。 
 
コマンド入力後、自動 SAMNRFP 解除を行います。 
リセット後、セキュアアクセスメモリーと解除不能フラッシュプロテクトは解除され、ユーザーコ

ードは消去されます。 
 
正常にセキュアアクセスメモリー、解除不能フラッシュプロテクトの解除、ユーザーコードの消去

が行われたか、リセット後に以下のレジスターで確認してください。 
 

‒ [SAMPROTECT]<SAMPROTECT>、[SAMCBPEND] 
‒ [FCNRFPSR] 
‒ [FCUSRCODEn] 

 
注) 自動 SAMNRFP 解除を実行する場合は、[FCAREASEL]で全エリアを指定してください。 

 
 

4.1.4.12.  ID-Read 
 

(1) 動作内容 
 
ID-Read コマンドシーケンスは、ID データ(メーカーコード、デバイスコード、マクロコード)を読

み出します。 
 

(2) 実行方法 
 
第 1 ~ 第 3 バスサイクルが ID-Read のコマンドシーケンスです。第 4 バスサイクルで ID アドレスを

指定して、第 5 バスサイクルで ID データを読み出します。 
第 1 ~ 第 3 バスサイクルはバスライトサイクルです。第 4 バスサイクルは ID アドレスに対して、第

5 バスサイクルは Flash 領域(Mirror)に対して読み出しを行います。 
ID データを読み出した後は、Read/リセットコマンドを実行してフラッシュメモリーをコマンドシ

ーケンス入力モードにしてください。 
 

注) ID-Read コマンドを終了するまでエリア選択を解除しないでください。 
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4.1.4.13.  Read/リセットコマンド 
 

(1) 動作内容 
 
Read/リセットコマンドシーケンスは、フラッシュメモリーをコマンドシーケンス入力モードします。 
 

(2) 実行方法 
 
第 1 バスライトサイクルが Read/リセットのコマンドシーケンスです。 
Read/リセット実行後、フラッシュメモリーはコマンドシーケンス入力モードになります。 

 
 

4.1.4.14.  自動コマンドシーケンス実行時の注意 
 

複数のエリア対して同時に消去/書き込みを行うことはできません。同様に、フラッシュプロテクト

の設定/解除などもできません。 
 

例 1: エリア 1 を消去中に、エリア 0 に書き込みを行う操作 
例 2: エリア 1 を消去中に、フラッシュプロテクト設定を行う操作 
例 3: エリア 0 を消去中に、エリア１の消去を行う操作 
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4.1.5. 自動動作の完了検知 
 
フラッシュメモリーの自動プログラム/自動消去コマンドなどの自動動作完了を検知する割り込み機能

があります。 
 

表 4.3  フラッシュメモリーの自動動作の完了検知 

項目 信号名 割り込み名称 

フラッシュメモリーの自動動作の完了 INTFLCRDY Flash Ready 割り込み 

 
 

4.1.5.1.  手順 
 
自動動作の完了検知割り込みを使用する手順は以下のとおりです。 
 
割り込み処理の詳細については、リファレンスマニュアル「例外」の割り込みを参照してください。 
 

(1) INTFLCRDY 割り込みの許可の設定をします。 
(2) フラッシュメモリーに対し自動プログラム/自動消去コマンドなどの自動動作のコマンドを発行後、

[FCSR0]<RDYBSY>で自動動作中(ビジー状態)を確認します。 
(3) フラッシュメモリーの自動動作終了後、INTFLCRDY 割り込みが発生します。 
(4) 継続して自動動作を行わない場合は、割り込み処理ルーチンの中で、INTFLCRDY 割り込みの禁止

をしてからリターンしてください。継続して自動動作を行う場合は、INTFLCRDY 割り込みは禁止

しないで新しいコマンドシーケンスを発行してからリターンしてください。 
(5) 自動動作を継続する場合は、メイン処理を行いながら 3 ~ 4 を繰り返します。 
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4.1.6.  フラッシュプロテクト(FPRO) 
 
フラッシュプロテクトで、フラッシュメモリーへの書き込み、消去を禁止することができます。 
フラッシュプロテクトの設定はブロック単位です。 
フラッシュプロテクトの解除は全てのブロックとなります。 
 
解除不能フラッシュプロテクト(NRFP)とフラッシュプロテクトが両方有効なブロックは、解除不能フ

ラッシュプロテクトの機能が優先されます。解除不能フラッシュプロテクトについては、リファレンス

マニュアル「セキュリティー機能」を参照してください。 
 
 

4.1.6.1.  フラッシュプロテクトの設定方法 
 
フラッシュプロテクトを設定にするには、自動 FPRO プログラムコマンドを使用します。 
フラッシュプロテクト設定が有効となる条件は以下のとおりです。 
 

(1) [FCFPROMR0]<FPROMSKn> = 1 
(2) ブロックのフラッシュプロテクトが設定されている 

 
この時ブロック n が書き込み/消去禁止状態となります。 
 
フラッシュプロテクト設定の状態を確認する場合は、[FCFPROMR0]<FPROMSKn> = 1 にして

[FCFPROSR0]の該当するビットを読んでください。 
 
 

4.1.6.2.  フラッシュプロテクト設定の解除方法 
 
フラッシュプロテクト解除コマンドによりフラッシュプロテクト設定は解除されます。 
 

注) 全てのブロックのフラッシュプロテクト設定を解除します。 
 

4.1.6.3.  フラッシュプロテクト設定の一時解除機能 
 
フラッシュプロテクト設定を解除しないで一時解除することができます。このとき、一時解除するブ

ロックを指定することができます。 
 
[FCFPROMR0]<FPROMSKn>を"0"に設定するとブロックnに対するフラッシュプロテクト設定の状態

にかかわらずフラッシュプロテクト設定は無効となります。 
レジスター設定は、「5.2.5. [FCFPROSR0] (フラッシュプロテクトステータスレジスター0)」を参照し

てください。 
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4.1.7. リードバッファー 
 
フラッシュメモリーはリードバッファーを内蔵しています。リードバッファーにより、最速 1 クロッ

クでフラッシュメモリーの読み出しが可能となります。 
リードバッファーは 128 ビット長のプリフェッチバッファー: 2 段、履歴バッファー: 4 段、分岐バッ

ファー: 32 段を内蔵しています。 
 
 
図 4.1、図 4.2 はリードバッファー無効時、有効時の動作例です。 
 

 
図 4.1  リードバッファー無効時の動作例 

 

 
図 4.2  リードバッファー有効時の動作例 
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5.  レジスター説明 

5.1.  レジスター一覧 
 
フラッシュメモリー関連のレジスター一覧を示します。 
 

周辺機能 チャネル/ユニット 
ベースアドレス 

TYPE1 

フラッシュメモリー FC - 0x5DFF0000 

 
レジスター名 アドレス(Base+) 

チッププロテクトマスクレジスター [FCCPROMR] 0x0010 
チッププロテクト/東芝テストモード制御ステータス 
レジスター [FCCPROTCONSR] 0x0014 

キーコードレジスター [FCKCR] 0x0018 

ステータスレジスター0 [FCSR0] 0x0020 

フラッシュプロテクトステータスレジスター0 [FCFPROSR0] 0x0030 

フラッシュプロテクトマスクレジスター0 [FCFPROMR0] 0x0050 

ユーザーコードレジスター0 [FCUSRCODE0] 0x0080 

ユーザーコードレジスター1 [FCUSRCODE1] 0x0084 

ユーザーコードレジスター2 [FCUSRCODE2] 0x0088 

ユーザーコードレジスター3 [FCUSRCODE3] 0x008C 

解除不能フラッシュプロテクトステータスレジスター [FCNRFPSR] 0x0090 

ロックステータスレジスター [FCLOCKSR] 0x0094 

エリアセレクションレジスター [FCAREASEL] 0x0140 

アクセスコントロールレジスター [FCACCR] 0x0154 

注) レジスター割り当てがないアドレスにはアクセスしないでください。 
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5.2.  レジスター詳細 

5.2.1.  [FCCPROMR] (チッププロテクトマスクレジスター) 
 
Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:1 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

0 CPROMSK 1 R/W 

チッププロテクトマスク設定 
 
  0: マスクします(チッププロテクト一時解除) 
  1: マスクしません 
 
チッププロテクトが有効([FCCPROSR]<CPROSTA> = 1)な時に、こ

のレジスターに"0"を書き込むとチッププロテクトを一時的に解除しま

す。 
注 1) このレジスターを書き換える場合は以下の手順で行ってください。 

(1) [FCKCR]に対して特定のコード(0xA74A9D23)を書き込む。 
(2) (1)の書き込みから 16 クロック以内に[FCCPROMR]<CPROMSK>のデータを書き換える。 

注 2) このレジスターは、フラッシュメモリーの書き込み/消去中は書き換えないでください。 
注 3) このレジスターは、POR または PORF で初期化されます(POR、PORF の詳細はリファレンスマニ

ュアル「クロック制御と動作モード」の"リセットと電源制御"章を参照してください)。 
 
 

5.2.2.  [FCCPROTCONSR] (チッププロテクト/東芝テストモード制御ステータスレジスター) 
 
Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:2 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

1 TCONSTA 0/1 R 

東芝テストモード制御の状態 
 
  0: 東芝テストモード制御が有効です。 
  1: 東芝テストモード制御が解除されています。 
 
リセット解除で東芝テストモード制御の状態がロードされます。 

0 CPROSTA 0/1 R 

チッププロテクトの状態 
 
  0: チッププロテクトが解除されています 
  1: チッププロテクトが有効です 
 
リセット解除でチッププロテクトの状態がロードされます。 
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5.2.3.  [FCKCR] (キーコードレジスター) 
 
Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:0 KEYCODE[31:0] 0x00000000 W 

レジスターロック解除用キーコード 
 
[FCCPROMR]、[FCFPROMR0]、[FCAREASEL]を書き換える場

合は、事前に本レジスターに対して特定のコード(0xA74A9D23)を書

き、その後 16 クロック以内に当該のレジスター値を書き換えてくださ

い。 
16クロック以内に有効な書き込みが行われた場合は、解除状態はリ

セットされます。 
 
 

5.2.4.  [FCSR0] (ステータスレジスター0) 
 
Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:11 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

10:9 - 11 R リードすると"11"が読めます。 

8 - 1 R リードすると不定値が読めます。 

7:1 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

0 RDYBSY 1 R 

フラッシュメモリーの全てのエリアの ReadyBusy 
 
  0: 自動動作中 
  1: 自動動作終了 
 
自動プログラムまたは自動消去、自動解除などの自動実行時の

Ready/Busy 状態を示します。フラッシュメモリーが自動動作中は 
"0" になり、ビジー状態であることを示します。自動動作が終了する

とレディー状態となり"1"を出力し、次のコマンドを受け付けます。 
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5.2.5.  [FCFPROSR0] (フラッシュプロテクトステータスレジスター0) 
 
Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31 FPROSTA31 0/1 R 

フラッシュメモリーの各ブロックごとのフラッシュプロテクトステータス 
 
  0: フラッシュプロテクト解除 
  1: フラッシュプロテクト設定 
 
ブロックごとのフラッシュプロテクトの状態を示します。該当ビットが

"1"の時はブロックがフラッシュプロテクト設定であることを示します。 
フラッシュプロテクトが設定されているブロックへの書き込み、消去が

できません。 
リセットでフラッシュプロテクト設定の状態がロードされます。 

30 FPROSTA30 0/1 R 
29 FPROSTA29 0/1 R 
28 FPROSTA28 0/1 R 
27 FPROSTA27 0/1 R 
26 FPROSTA26 0/1 R 
25 FPROSTA25 0/1 R 
24 FPROSTA24 0/1 R 
23 FPROSTA23 0/1 R 
22 FPROSTA22 0/1 R 
21 FPROSTA21 0/1 R 
20 FPROSTA20 0/1 R 
19 FPROSTA19 0/1 R 
18 FPROSTA18 0/1 R 
17 FPROSTA17 0/1 R 
16 FPROSTA16 0/1 R 
15 FPROSTA15 0/1 R 
14 FPROSTA14 0/1 R 
13 FPROSTA13 0/1 R 
12 FPROSTA12 0/1 R 
11 FPROSTA11 0/1 R 
10 FPROSTA10 0/1 R 
9 FPROSTA9 0/1 R 
8 FPROSTA8 0/1 R 
7 FPROSTA7 0/1 R 
6 FPROSTA6 0/1 R 
5 FPROSTA5 0/1 R 
4 FPROSTA4 0/1 R 
3 FPROSTA3 0/1 R 
2 FPROSTA2 0/1 R 
1 FPROSTA1 0/1 R 
0 FPROSTA0 0/1 R 
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5.2.6.  [FCFPROMR0] (フラッシュプロテクトマスクレジスター0) 
 
Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31 FPROMSK31 1 R/W 

フラッシュメモリーのフラッシュプロテクトプロテクトマスク 
 
  0: マスクする 
  1: マスクしない 
 
ブロックごとのフラッシュプロテクト設定をマスクします。マスクすると

対象ブロックのフラッシュプロテクトが解除されます。 

30 FPROMSK30 1 R/W 
29 FPROMSK29 1 R/W 
28 FPROMSK28 1 R/W 
27 FPROMSK27 1 R/W 
26 FPROMSK26 1 R/W 
25 FPROMSK25 1 R/W 
24 FPROMSK24 1 R/W 
23 FPROMSK23 1 R/W 
22 FPROMSK22 1 R/W 
21 FPROMSK21 1 R/W 
20 FPROMSK20 1 R/W 
19 FPROMSK19 1 R/W 
18 FPROMSK18 1 R/W 
17 FPROMSK17 1 R/W 
16 FPROMSK16 1 R/W 
15 FPROMSK15 1 R/W 
14 FPROMSK14 1 R/W 
13 FPROMSK13 1 R/W 
12 FPROMSK12 1 R/W 
11 FPROMSK11 1 R/W 
10 FPROMSK10 1 R/W 
9 FPROMSK9 1 R/W 
8 FPROMSK8 1 R/W 
7 FPROMSK7 1 R/W 
6 FPROMSK6 1 R/W 
5 FPROMSK5 1 R/W 
4 FPROMSK4 1 R/W 
3 FPROMSK3 1 R/W 
2 FPROMSK2 1 R/W 
1 FPROMSK1 1 R/W 
0 FPROMSK0 1 R/W 

注 1) このレジスターを書き換える場合は以下の手順で行ってください。 
(1) [FCKCR]に対して特定のコード(0xA74A9D23)を書き込む。 
(2) (1)の書き込みから 16 クロック以内に[FCFPROMR0]< FPROMSKn>のデータを書き換える。 

注 2) このレジスターは、フラッシュメモリーの書き込み/消去中は書き換えないでください。 
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5.2.7.  [FCUSRCODEn] (ユーザーコードレジスターn: n=0 ~ 3) 
 
Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:0 USRCODEn[31:0] (注) R 

ユーザーコード 
自動 SAMNRFP プログラムコマンドで書き込んだ値が読み出されま

す。 
 
注) リセット解除でユーザーコードがロードされます。 

 
 

5.2.8.  [FCNRFPSR] (解除不能フラッシュプロテクトステータスレジスター) 
 
Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:13 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

12:8 NRFPSET[4:0] (注) R 

解除不能フラッシュプロテクトブロック設定状態 
 
  00000: ブロック 0 
  00001: ブロック 0 ~ 1 
     : 
  11110: ブロック 0 ~ 30 
  11111: ブロック 0 ~ 31 
 
注) リセット解除で解除不能フラッシュプロテクトのブロック設定がロ

ードされます。 
7:1 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

0 NRFPSTA 0/1 R 

解除不能フラッシュプロテクト設定状態 
 
  0: 無効 
  1: 有効 
 
リセット解除で解除不能フラッシュプロテクトの状態がロードされま

す。 
 
 

5.2.9.  [FCLOCKSR] (ロックステータスレジスター) 
 
Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:3 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

2 LOCKSTA 0/1 R 

ロック設定状態 
 
  0: 無効 
  1: 有効 
 
リセット解除でロック状態がロードされます。 

1:0 - 0 R リードすると"0"が読めます。 
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5.2.10. [FCAREASEL] (エリアセレクションレジスター) 
 
Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:28 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

27 SSF1 0 R 

エリア 1 の選択状態 
 
  0: エリア 1 を非選択(リードモード) 
  1: エリア 1 を選択(書き込みモード) 

26 SSF0 0 R 

エリア 0 の選択状態 
 
  0: エリア 0 を非選択(リードモード) 
  1: エリア 0 を選択(書き込みモード) 

25:23 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

22:20 - 000 R/W "000"を書いてください。 

19 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

18:16 - 000 R/W "000"を書いてください。 

15 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

14:12 - 000 R/W "000"を書いてください。 

11 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

10:8 - 000 R/W "000"を書いてください。 

7 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

6:4 AREA1[2:0] 000 R/W 

フラッシュメモリー操作コマンドの実行の対象(コマンドシーケン入力

モード)にエリア 1 を選択します。 (注 1) 
 
  111: エリア 1 を選択 
  上記以外: エリア 1 を非選択 

3 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

2:0 AREA0[2:0] 000 R/W 

フラッシュメモリー操作コマンドの実行の対象(コマンドシーケン入力

モード)にエリア 0 を選択します。 (注 1) 
 
  111: エリア 0 を選択 
  上記以外: エリア 0 を非選択 

注 1) <AREA1[2:0]>、<AREA0[2:0]>を書き換えた場合は、<SSF1>、<SSF0>をリードして書き換えた結

果が反映されるまで待ってから、次の操作を行ってください。 
注 2) デュアル動作を除き、このレジスターの書き換えは RAM 上のプログラム行ってください。 
注 3) このレジスターを書き換える場合は以下の手順で行ってください。 

(1) [FCKCR]に対して特定のコード(0xA74A9D23)を書き込む。 
(2) (1)の書き込みから 16 クロック以内に[FCAREASEL]<AREAn[2:0]>のデータを書き換える。 

注 4) このレジスターは、フラッシュメモリーの書き込み/消去中は書き換えないでください。 
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5.2.11. [FCACCR] (アクセスコントロールレジスター)  
 
Bit Bit symbol リセット後 Type 機能 

31:11 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

10:8 - (注 3) R/W リセット後の値で使用してください。 

7:2 - 0 R リードすると"0"が読めます。 

1:0 FCLC[1:0] (注 3) R/W 

フラッシュメモリーのリードクロック制御(注 3) 
 
  00: 1 クロック 
  01: 2 クロック 
  10: 3 クロック 
  11: 4 クロック 

注 1) このレジスターの書き換えは RAM 上のプログラムで行ってください。 
注 2) このレジスターを書き換える場合は以下の手順で行ってください。 

(1) [FCKCR]に対して特定のコード(0xA74A9D23)を書き込む。 
(2) (1)の書き込みから 16 クロック以内に[FCACCR]<FCLC[1:0]>のデータを書き換える。レジスターに

書き込んだ後、書き込んだ値が読み出しできることを確認してください。 
注 3) 製品によって初期値および使用方法が異なります。詳細はリファレンスマニュアル「製品個別情

報」を参照してください。 
注 4) クロックギア使用時は、アプリケーション上の最大周波数に合わせてこのレジスターを設定して

ください。クロックギアで周波数を低くしても、設定を変更しないでください。 
注 5) このレジスターは、フラッシュメモリーの書き込み/消去の動作中は書き換えないでください。 
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6.  プログラミング方法 

6.1.  初期化 
 
フラッシュメモリーの書き込み、消去動作を行う前に、必ず内蔵高速発振器 1(IHOSC1)を発振させて

ください。また、書き込み/消去動作中に内蔵高速発振器 1(IHOSC1)を停止しないでください。  
内蔵高速発振器 1(IHOSC1)については、リファレンスマニュアル「クロック制御と動作モード」を参

照してください。 
 
 

6.2.  リセット解除後のモード 
 
RESET_N 端子によるリセット解除時の BOOT_N 端子の状態でモードが変わります。 
 
セキュアアクセスメモリーまたは解除不能フラッシュプロテクトが有効な場合、シングルブートモー

ドは起動しません。詳細は、リファレンスマニュアル「セキュリティー機能」、「セキュアアクセスメモ

リー」を参照してください。 
 

表 6.1  動作モード設定表 

動作モード 
端子 

RESET_N BOOT_N 

シングルチップモード 0 → 1 1 
シングルブートモード 0 → 1 0 

 
表 6.2  モードと動作 

モード 動作 

シングルブート 
モード 

シングルブートモードでは、内蔵するブート ROM のプログラムが起動します。 
ブート ROMは UART 機能を使用して外部からプログラムを読み込み、内蔵 RAMに格納して実行する RAM転送

とフラッシュプロテクト設定、チッププロテクト設定、東芝テストモード制御設定を含んだフラッシュメモリー全てを消

去するフラッシュメモリー消去の機能を持ちます。 
シングルブートモードによる書き替え方法は「6.3.  シングルブートモードによる書き替え方法」を参照してくださ

い。 

シングルチップ 
モード 

シングルチップモードでは、内蔵するフラッシュメモリーのプログラムが起動します。 
フラッシュメモリーのリセット処理プログラムにフラッシュメモリー書き換え動作に移行するためのモード判定ルーチ

ンとフラッシュメモリーの書き替えルーチンを準備します。 
シングルチップモードでは「フラッシュメモリー書き替えプログラム」の配置を下記の方法から選択できます。 

(1) 内蔵する全てのフラッシュメモリーに対して操作が可能な内蔵 RAM に配置して実行する方法 
(2) 操作を行うフラッシュメモリーが片方のエリアの場合、他方のエリアに配置して実行するデュアル動作

を行う方法 
シングルチップモードによる書き替え方法は「6.4. シングルチップモードによる書き替え方法」を参照してください。 

注) シングルブートモード時の UART の選択設定は「6.3.  シングルブートモードによる書き替え方法」

を参照してください。 
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6.3.  シングルブートモードによる書き替え方法 

6.3.1.  概要 
 
シングルブートモードは内蔵するブート ROM(マスク ROM)から起動します。 
ブート ROM が割り込みベクターテーブルを含む領域にマッピングされ、フラッシュメモリーはブー

ト ROM 領域とは別のアドレス空間にマッピングされます。 
 
シングルブートモードでは、コマンドおよびデータをシリアル転送してフラッシュメモリーの書き替

えを行います。 
 

表 6.3  機能とコマンド 

機能/コマンド 基本動作 動作の説明 備考/参照先 

通信機能 

通信 UART を使用して通信を行います。 - 

通信レート 
UART では外部ホストコントローラーからあら

かじめ決められたレートで送られた信号を解

析して、通信レートを自動設定します。 

「表 6.7  転送可能なボーレ

ートの設定例(fc = 10MHz、誤
差含まず)」を参照してください 

RAM 転送コマンド 

RAM 転送 
通信機能を使って外部ホストコントローラーか

ら送られてくるフラッシュ書き換えプログラムを

内蔵 RAM へ格納し、これを実行します。 
- 

パスワード 
255 バイト長のパスワードを使用可能です。パ

スワードが一致しない場合はエラーとなり

RAM 転送コマンドは実行しません。 

ユーザープログラムの一部を

パスワードとして利用します。 

フラッシュメモリー消去 
コマンド 

フラッシュメモリー

消去 

フラッシュメモリー消去コマンドは、フラッシュプ

ロテクト、チッププロテクト、東芝テストモード制

御の設定にかかわらず、パスワードなしでフラ

ッシュメモリーの全てのアドレスを消去し、フラ

ッシュプロテクト、チッププロテクト、東芝テスト

モード制御を解除します。 

対象:  
  フラッシュメモリー、 
  フラッシュプロテクト、 
  チッププロテクト、 
  東芝テストモード制御 

 
ターゲット(マイクロコントローラー)の UART(注)と外部ホストコントローラー(以降コントローラー)

を接続し、コントローラー側から送られて来る「フラッシュ書き替えプログラム」を内蔵 RAM に格納

し、RAM 上の「フラッシュ書き替えプログラム」を実行してフラッシュメモリーの書き替えを行いま

す。コントローラー側との通信の詳細は後述のプロトコルに従ってください。 
 
シングルブートモード中は、全ての例外発生を禁止してください。 
 
シングルチップモード中に誤ってフラッシュメモリーの内容を書き替えないよう、書き替え処理が完

了したら必要なブロックにフラッシュプロテクトをかけておくことを推奨します。 
 

注) UART についての詳細はリファレンスマニュアル「非同期シリアル通信回路」を参照してください。 
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6.3.2.  モード設定 
 
オンボードプログラミングを実行するためには、本デバイスをシングルブートモードで立ち上げます。

シングルブートモードで立ち上がるための設定は「6.2 リセット解除後のモード」、「6.3.3.  インターフ

ェース仕様」を参照してください。 
 
 

6.3.3.  インターフェース仕様 
 
シングルブートモードでは UART による通信インターフェースをサポートします。 
通信インターフェース仕様を下記に示します。 
 
 

6.3.3.1.  UART での通信 
 

● 通信チャネル: UART チャネル x(製品によって異なります) 
● シリアル転送モード: UART(非同期通信)モード、半 2 重通信、LSB ファースト 
● データ長: 8 ビット 
● パリティービット: なし 
● STOP ビット: 1 ビット 
● ボーレート: 任意のボーレート 

(「表 6.7  転送可能なボーレートの設定例(fc = 10MHz、誤差含まず)」を参照してください) 
● SIWDT: 停止 

 
内蔵ブートプログラムは、クロック/モード制御ブロックの設定は初期状態のままで動作します(fc=10MHz、

使用する機能ブロックへのクロック供給は行います)。 
 
ボーレートは、「6.3.7.1 シリアル通信判定」で説明しているようにタイマーカウンターを用いて判定

します。判定時のボーレートはタイマーで計測可能な範囲である必要があります。 
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内蔵ブートプログラムで使用する端子を表 6.4 に示します。これ以外の端子は内蔵ブートプログラム

では操作しません。 
 

表 6.4  使用端子例(UART) 

端子種類 端子名 設定 

モード設定端子 
MODE 0 

BOOT_N 0 
リセット端子 RESET_N 0→1 

通信端子 
UTxTXD(注 1)(注 2) - 
UTxRXD(注 1)(注 2) - 

注 1) 使用される UART のチャネルや設定端子は製品によって異なります。詳細はリファレンスマニュ

アル「製品個別情報」を参照してください。 
注 2) 同一チャネルの UART が 2 系統あり、両方ともシングルブート通信用に割り当てられている場合、

モード起動時にどちらにホストが接続されているのか自動で検出して接続されます。使用しない

チャネルの UTxRXD 端子はオープンまたは"High"レベルに固定してください。同時に両方の端子

にホストを接続しないでください。 
UART 割り当ての詳細はリファレンスマニュアル「製品個別情報」を参照してください。 
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6.3.4.  内蔵ブートプログラム全体フローチャート 
 
内蔵ブートプログラム全体フローチャートを示します。 
 

 
図 6.1  内蔵ブートプログラム全体フローチャート 
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6.3.5.  メモリーの制約について 
 
シングルブートモードでは、内蔵 RAM、内蔵フラッシュメモリーに対して表 6.5 のような制約があ

りますのでご注意ください。 
 

表 6.5  シングルブート時のメモリーの制約 

メモリー 制約内容 

内蔵 RAM 
"0x20000000" ~ "0x200003FF"番地は内蔵ブートプログラムのワークエリアになります。 
受信したプログラムは"0x20000400"から転送可能最終アドレスまでに格納してください。転

送可能最終アドレスは、リファレンスマニュアル「製品個別情報」を参照してください。 
内蔵フラッシュメモリー フラッシュメモリーの"0x5E001000" ~ 最大容量までをパスワード領域として使用可能です。 
 
 

6.3.6.  動作コマンド 
 
内蔵ブートプログラムには、以下の動作コマンドが準備されています。 
 

表 6.6  シングルブート時コマンド 

動作コマンドデータ 動作コマンド 

0x10 RAM 転送 
0x40 フラッシュメモリー消去 

 
 

6.3.6.1.  RAM 転送 
 
RAM 転送コマンドは、コントローラーから送られてくるユーザープログラムのデータを内蔵 RAM へ

格納します。転送が正常に終了するとユーザープログラムの実行を開始します。ユーザープログラム領

域として、内蔵ブートプログラムで使用する領域("0x20000000" ~ "0x200003FF")を除く、"0x20000400"
以降を使用可能です。実行開始アドレスは、RAM 格納開始アドレスになります。 

RAM 転送を使った書き替え手順は「6.3.10. 内蔵ブート ROM を使用した書き替え手順」を参照して

ください。 
 
 

6.3.6.2.  フラッシュメモリー消去 
 
フラッシュメモリー消去コマンドはフラッシュプロテクト、チッププロテクトおよび東芝テストモー

ド制御の設定にかかわらず、パスワードなしで全てのフラッシュメモリーの消去、フラッシュプロテク

ト、チッププロテクト、東芝テストモード制御の解除を行います。 
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6.3.7.  コマンドによらず共通の動作 
 
内蔵ブートプログラム実行で、共通に行われる動作について説明します。 
 
 

6.3.7.1.  シリアル通信判定 
 
コントローラーは、表 6.7 のボーレートで 1 バイト目を"0x86"にして送信してください。通信ができ

ない場合は、ボーレートを下げてください。 
 

表 6.7  転送可能なボーレートの設定例(fc = 10MHz、誤差含まず) 

ボーレート(()内は計算値) [UARTxBRD]<BRN[15:0]> [UARTxBRD]<BRK[5:0]> 

9600 (9599) 65 57 
19200 (19203) 32 29 
38400 (38388) 16 46 
57600 (57637) 10 10 
62500 (62500) 9 0 
76800 (76923) 8 55 

115200 (115274) 5 37 
128000 (127796) 4 7 
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6.3.7.2.  ACK 応答データ 
 
内蔵ブートプログラムは処理状況を各種コードによってコントローラーに送信します。「表 6.8  シリ

アル動作判定データに対する ACK 応答データ」から「表 6.11  フラッシュメモリー消去動作に対する

ACK 対応データ」に各受信データに対する ACK 応答データを示します。 
 
ACK 応答データの上位 4 ビットは、動作コマンドデータの上位 4 ビットになります。また 3 ビット目

は受信エラーを表し、0 ビット目は動作コマンドエラー、CHECKSUM エラー、パスワードエラーの状

態を表します。1 ビット目と 2 ビット目は常に 0 になります。 
 

表 6.8  シリアル動作判定データに対するACK応答データ 

送信データ 送信データの意味 

0x86 通信が可能と判断した(注) 

注) UART のボーレートの設定が不可能と判定した場合は、何も送信しないで動作を停止します。 
 

表 6.9  動作コマンドデータに対するACK応答データ 

送信データ 送信データの意味 

0x?8(注) 動作コマンドデータに受信エラーが発生した。 
0x?1(注) 未定義の動作コマンドデータを正常受信した。 

0x10 RAM 転送コマンドと判定した。 
0x40 フラッシュメモリー消去コマンドと判定した。 

注) 上位 4 ビットは、直前の動作コマンドデータの上位 4 ビットになります。 
 

表 6.10  CHECKSUMデータに対するACK応答データ 

送信データ 送信データの意味 

0xN8(注) 受信エラーが発生していた。 

0xN1(注) CHECKSUM エラーが発生した。あるいは、パスワードエラー

が発生した。 
0xN0(注) CHECKSUM 値は正常な値と判定した。 

注) 上位 4 ビットは動作コマンドデータの上位 4 ビットになります。 
 

表 6.11  フラッシュメモリー消去動作に対するACK対応データ 

送信データ 送信データの意味 

0x54 フラッシュメモリー消去イネーブルコマンドと判定した。 
0x4F フラッシュメモリー消去コマンド終了 
0x4C フラッシュメモリー消去コマンドが不正に終了した 
0x47 フラッシュメモリー消去コマンドを中止した。 
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6.3.7.3.  パスワード 
 
フラッシュメモリー内の任意のデータ(ユーザーメモリーの一部)を使用してパスワードを設定するこ

とができます。パスワードが設定されると、RAM 転送コマンドはパスワードの認証が必要となります。 
 

(1) パスワードの仕組み 
 
フラッシュメモリー内の任意のデータ(連続する 255 バイトのデータ)をパスワードとして設定する

ことができ、コントローラーから送信されるパスワード列と、パスワードが設定されたマイクロコ

ントローラーのメモリーデータを比較することによりパスワードの認証を行います。 
 

(2) パスワード通信のデータ構成 
 
パスワード通信のデータは、PLEN、PNSA、PCSA、パスワード列(パスワード)の 4 つで構成されて

います。詳細は「図 6.2  パスワード通信のデータ構成(送信例)」を参照してください。 
 

● PLEN(パスワード長データ) 
パスワードの長さは"255"("0xFF")を指定します。 
 

● PNSA(パスワード長格納アドレス) 
パスワード長の値を格納したアドレスを 4 バイトで指定します。データが"0xFF"となるアドレスを

指定してください。PNSA で示されるアドレスのデータが"0xFF"以外の場合はパスワードエラーと

なります。 
 

● PCSA(パスワード比較開始アドレス) 
パスワード比較開始アドレスを 4 バイトで指定します。指定されたアドレスは、パスワード列と比

較するための開始アドレスとなります。PCSA から始まるパスワードエリアのデータのアドレスが

フラッシュメモリーの範囲内となるように設定してください。範囲外となった場合はパスワードア

ドレスエラーとなります。 
 

● パスワード 
255 バイトのデータを指定します。PCSA で指定されたアドレスを開始アドレスとして、メモリーデ

ータとパスワード列を 255 バイト比較します。比較の結果、不一致があった場合、パスワードエラ

ーになります。また、連続して 3 バイト以上同一のデータが検出された場合、パスワードエリアエ

ラーとなります。 
 

● パスワードエラー 
パスワードアドレスエラー、パスワードエリアエラーと判定された場合、パスワードデータの照合

結果に関わらず、ACK 対応は"0x11"を送信します。パスワードエラーと判定された場合、ACK 応答

は、パスワードエラーとなります。 
パスワードエラーが発生すると、それ以降コントローラーはマイクロコントローラーと通信ができ

なくなります。通信を再開する場合はリセット端子(RESET_N)からリセットをかけてシングルブー

トモードを再起動してください。 
  



 
 

フラッシュメモリー 
 

 2026-02-20 
Rev. 1.0 

66/89 

 

 
図 6.2  パスワード通信のデータ構成(送信例) 

 
(3) パスワードの設定/解除/認証 
 

‒ パスワードの設定 
 
パスワードはユーザープログラムの一部を利用することで実現しています。よって、パスワード

設定のために特別な処理は不要で、フラッシュメモリーにプログラムを書き込んだ時点でパスワ

ードが設定されたことになります。 
 

‒ パスワードの解除 
 
パスワードを解除するためにはフラッシュメモリーの全面消去が必要です。全てのフラッシュメ

モリーが消去された時点でパスワードは解除されます。 
 

‒ パスワードの認証が不要なケース 
 
フラッシュメモリーの全領域が消去された状態の場合にのみブランク品と判定され、パスワード

の認証は行われません。 
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PNSA: 0x5E00F012　パスワード長格納アドレス

            ("0xFF”になるアドレスを設定)
PCSA: 0x5E00F100　パスワード比較開始アドレス
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パスワード長：255バイト
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(4) パスワードの設定値、設定範囲 

 
パスワードは表 6.12 の条件に従って設定してください。この条件を満たさない場合パスワードエラ

ーとなります。 
 

表 6.12  パスワードの設定値、設定範囲 

パスワード ブランク品 非ブランク品 

PNSA 範囲 
(パスワード長格納アドレス) 必要(注 2) 0x5E001000≦PNSA≦最大メモリー

アドレス 
PCSA 範囲 
(パスワード比較開始アドレス) 必要(注 2) 0x5E001000≦PCSA≦最大メモリー

アドレス-254 
PLEN 範囲 
パスワード長 必要(注 2) 255 

パスワード入力(注 1) 必要(注 2) 必要(注 3) 

パスワード範囲 なし 0x5E001000≦PNSA≦最大メモリー

アドレス 
注 1) 通信時は必ず 255 バイトのデータ列を送信してください。 
注 2) ブランク品に対してもダミーの PLEN、PNSA、PCSA、パスワード列を送信してください。 
注 3) 3 バイト以上連続して同一となるデータは、パスワード列として設定できません。 

 
 

6.3.7.4.  CHECKSUM の計算方法 
 
CHECKSUM の計算方法は、送信データを符号なし 8 ビット加算(オーバーフローを無視)して得られた

下位 8 ビット値の 2 の補数値を求めています。コントローラーは CHECKSUM 値を送信するときは、本

計算方法を使用してください。 
 
例) CHECKSUM 計算例 
 
2 バイトのデータ"0xE5"、"0xF6"の CHECKSUM 値を求める場合、まず符号なし 8 ビット加算を行い

ます。 
 
0xE5 + 0xF6 = 0x1DB 
 
この値の下位 8 ビットに対しての 2 の補数をとると以下のようになり、この値が CHECKSUM 値にな

ります。従って、コントローラーには"0x25"を送信します。 
 
0 - 0xDB = 0x25 
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6.3.8.  RAM 転送コマンドの通信ルール 
 
RAM 転送コマンドの通信ルールを示します。表中の転送方向の表記が示す意味は以下のとおりです。 
 
転送方向「C→T」: コントローラーからターゲット(マイクロコントローラー)へ 
転送方向「T→C」: ターゲット(マイクロコントローラー)からコントローラーへ 
 

表 6.13  RAM転送コマンドの通信ルール 

No. 転送 
方向 転送データ 内容 

1 C→T 動作コマンドデータ(0x10) コントローラー側は RAM 転送コマンドデータ"0x10"を送信してください。 

2 T→C 

動作コマンドに対する ACK 応答 
● 正常の場合: 0x10 
● 異常の場合: 0x?1 
● 通信異常の場合: 0x?8 

ターゲット側は、受信データをチェックして ACK 応答データを返信します。 
受信エラーがある場合、通信異常のACK応答データ"0x?8"(上位4ビットは受

信データ)を返信して、初めの動作コマンドデータ待ち状態に戻ります。 
受信エラーがない場合、「表 6.6  シングルブート時コマンド」に記載の動作コ

マンドデータとの照合を行います。 
照合に失敗した場合、異常の ACK 応答データ"0x?1"(上位 4 ビットは受信デ

ータ)を返信して、初めの動作コマンドデータ待ち状態に戻ります。 
照合に成功した場合、正常のACK応答データ"0x10"を返信して、次の送信デ

ータを待ちます。 

3 C→T パスワード長(PLEN) (1 バイト) コントローラー側はフラッシュメモリーのパスワード長のデータ"0xFF"を送信し

てください。 

4 C→T パスワード長格納アドレス(PNSA)  
(4 バイト) 

コントローラー側はフラッシュメモリーのパスワード長を格納しているアドレス

のデータを送信してください。 

5 C→T パスワード格納開始アドレス(PCSA) 
(4 バイト) 

コントローラー側はフラッシュメモリーのパスワードを格納している先頭のアド

レスのデータを送信してください。 

6 C→T パスワード列(255 バイト) コントローラー側はフラッシュメモリーのパスワードデータを送信してください。

消去済みの場合はダミーのデータを送信してください。 

7 C→T 送信データ(No.3 ~ 6)の
CHECKSUM 

コントローラー側は送信データ(No.3 ~ 6)の CHECKSUM 値を送信してくださ

い。 
CHECKSUM の計算方法は「6.3.7.4.  CHECKSUM の計算方法」を参照し

てください。 

8 T→C 

パスワード長エラーチェック、パスワ

ード格納アドレスエラーチェック、パス

ワード照合、CHECKSUM 値に対す

る ACK 応答 
● ブランク品の場合: 0x14(注 1) 
● 正常の場合: 0x10 
● 異常の場合: 0x11 
● 通信異常の場合: 0x18 

ターゲット側は受信データをチェックして ACK 応答データを返信します。 
No.3 ~ 7で、受信エラーがある場合、通信異常のACK応答データ"0x18"を返

信して、初めの動作コマンドデータ待ち状態に戻ります。 
受信エラーがない場合、CHECKSUM の確認とパスワードの照合を行いま

す。パスワードの照合の詳細は「6.3.7.3.  パスワード」を参照してください。 
照合に失敗した場合、異常の ACK 応答データ"0x11"を返信して、初めの動作

コマンドデータ待ち状態に戻ります。 
照合に成功した場合、正常のACK応答データ"0x10"を返信して、次の送信デ

ータを待ちます。ブランク品の場合は、ACK 応答データ"0x14"を返信して(注
1)、次の送信データを待ちます。 

9 C→T RAM 格納開始アドレス 31 ~ 24 
コントローラー側は次の送信データとして RAM 格納データの格納先の RAM
の開始アドレスを 4 回に分けて送信してください。送信順番は、1 番目がアドレ

スの 31 ビット ~ 24 ビットに対応し、4 番目が 7 ビット ~ 0 ビットに対応します。

RAM のアドレス"0x20000400"から RAM の転送可能最終アドレスに収まるよ

うに指定してください。 
ターゲット側は No.9 ~ 12 の受信ごとに受信データをチェックします。 
受信エラーがある場合は通信異常の ACK 応答データ"0x18"を返信して初め

の動作コマンドデータ待ち状態に戻ります。 
受信エラーがない場合は何も ACK 応答データは返信しないで次の送信デー

タを待ちます。 

10 C→T RAM 格納開始アドレス 23 ~ 16 

11 C→T RAM 格納開始アドレス 15 ~ 8 

12 C→T RAM 格納開始アドレス 7 ~ 0 

13 C→T RAM 格納バイト数 15 ~ 8 

コントローラー側はブロック転送するバイト数を送信してください。送信順番

は、1 番目が転送バイト数の 15 ビット ~ 8 ビット目に対応し、2 番目が 7 ビッ

ト ~ 0ビット目に対応します。RAMのアドレス"0x20000400"からRAMの転送

可能最終アドレスに収まるように指定してください。 
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No. 転送 
方向 転送データ 内容 

14 C→T RAM 格納バイト数 7 ~ 0 

ターゲット側は受信データをチェックします。 
受信エラーがある場合は通信異常の ACK 応答データ"0x18"を返信して初め

の動作コマンドデータ待ち状態に戻ります。 
受信エラーがない場合は何も ACK 応答データは返信しないで次の送信デー

タを待ちます。 

15 C→T 送信データ(No.9 ~ 14)の
CHECKSUM 値 

コントローラー側は送信データ(No.9 ~ 14)のCHECKSUM値を送信してくださ

い。 

16 T→C 

CHECKSUM 値に対する ACK 応答 
● 正常の場合: 0x10 
● 異常の場合: 0x11 
● 通信異常の場合: 0x18 

ターゲット側は、受信データをチェックして ACK 応答データを返信します。 
受信エラーがある場合、通信異常の ACK 応答データ"0x18"を返信して、初め

の動作コマンドデータ待ち状態に戻ります。 
受信エラーがない場合、CHECKSUM の確認を行います。 
確認に失敗した場合、異常の ACK 応答データ"0x11"を返信して、初めの動作

コマンドデータ待ち状態に戻ります。 
確認に成功した場合、正常のACK応答データ"0x10"を返信して、次の送信デ

ータを待ちます。 

17 C→T RAM 格納データ 

コントローラー側は RAM に格納するデータを送信してください。 
ターゲット側は RAM 格納バイト数分のデータを受信します。 
受信ごとに受信エラーをチェックし、エラーがある場合は通信異常の ACK 応

答データ"0x18"を返信して初めの動作コマンドデータ待ち状態に戻ります。 
受信エラーがない場合は何も ACK 応答データは返信しないで次の送信デー

タを待ちます。 

18 C→T 送信データ(No.17)の CHECKSUM
値 

コントローラー側は送信データ(No.17)のCHECKSUM値を送信してください。 

19 T→C 

CHECKSUM 照合に対する ACK 応

答 
● 正常の場合: 0x10 
● 異常の場合: 0x11 
● 通信異常の場合: 0x18 

ターゲット側は、受信データをチェックして ACK 応答データを返信します。 
受信エラーがある場合、通信異常の ACK 応答データ"0x18"を返信して、初め

の動作コマンドデータ待ち状態に戻ります。 
受信エラーがない場合、CHECKSUM の確認を行います。 
確認に失敗した場合、異常の ACK 応答データ"0x11"を返信して、初めの動作

コマンドデータ待ち状態に戻ります。 
確認に成功した場合、正常の ACK 応答データ"0x10"を返信して、RAM 格納

開始アドレス(No.9 ~ 12)を分岐先アドレスとしてジャンプします。(注) 
注) 内蔵ブートプログラムは、使用した機能(ポート、UART、タイマー、RAM など)の設定は初期化し

ません。 
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6.3.9.  フラッシュメモリー消去の通信ルール 
 
フラッシュメモリー消去を示します。表中の転送方向の表記が示す意味は以下のとおりです。 
 
転送方向「C→T」: コントローラーからターゲット(マイクロコントローラー)へ 
転送方向「T→C」: ターゲット(マイクロコントローラー)からコントローラーへ 
 

表 6.14  フラッシュメモリー消去の通信ルール 

No. 転送 
方向 転送データ 内容 

1 C→T 動作コマンドデータ(0x40) コントローラー側はフラッシュメモリー消去コマンドデータ"0x40"を送信してく

ださい。 

2 T→C 

動作コマンドに対する ACK 応答 
● 正常の場合: 0x40 
● 異常の場合: 0x?1 
● 通信異常の場合: 0x?8 

ターゲット側は、受信データをチェックして ACK 応答データを返信します。 
受信エラーがある場合、通信異常の ACK 応答データ"0x?8"(上位 4 ビットは

受信データ)を返信して、初めの動作コマンドデータ待ち状態に戻ります。 
受信エラーがない場合、「表 6.6  シングルブート時コマンド」に記載の動作

コマンドデータとの照合を行います。 
照合に失敗した場合、異常の ACK 応答データ"0x?1"(上位 4 ビットは受信デ

ータ)を返信して、初めの動作コマンドデータ待ち状態に戻ります。 
照合に成功した場合、正常の ACK 応答データ"0x40"を返信して、次の送信

データを待ちます。 

3 C→T 消去イネーブルコマンドデータ
(0x54) 

コントローラー側は消去イネーブルコマンドデータ"0x54"を送信してください。 

4 T→C 

消去イネーブルコマンドに対する

ACK 応答 
● 正常の場合: 0x54 
● 異常の場合: 0x?1 
● 通信異常の場合: 0x?8 

ターゲット側は受信データをチェックして ACK 応答データを返信します。 
受信エラーがある場合、通信異常の ACK 応答データ"0x?8"(上位 4 ビットは

受信データ)を返信して、初めの動作コマンドデータ待ち状態に戻ります。 
受信エラーがない場合、消去イネーブルコマンド"0x54"であることを確認しま

す。 
確認に失敗した場合、異常の ACK 応答データ"0x?1"(上位 4 ビットは受信デ

ータ)を返信して、初めの動作コマンドデータ待ち状態に戻ります。 
確認に成功した場合、正常の ACK 応答データ"0x54"を返信して、チップ消

去処理を行います 
5 - - チップ消去処理実行中 

6 T→C 

消去完了確認に対する ACK 応答 
● 消去完了の場合: 0x4F 
● 異常(ブランクチェックエラー)の

場合: 0x4C 
● 異常(タイムアウトエラー)の場

合: 0x47 

ターゲット側はチップ消去処理の結果を返信します。 
問題なく消去できた場合、正常の応答データ"0x4F"を返信します。 
ブランクチェックエラーが起きた場合は、異常の応答データ"0x4C"を返しま

す。 
タイムアウトでフラッシュメモリー消去コマンドを中止した場合は、中止の応答

データ"0x47"を返します。 
その後、初めの動作コマンドデータ待ち状態に戻ります。 
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6.3.10.  内蔵ブート ROM を使用した書き替え手順 
 
内蔵ブートプログラムを利用した書き替え手順を示します。(UART を使った例) 
 
 

6.3.10.1.  Step-1 
 
フラッシュメモリーの状態は旧バージョンのユーザープログラムが書かれた状態でも、消去されてい

る状態でも構いません。書き替えルーチン、書き替えデータなどの転送は UART を経由して行いますの

で、ボード上で本デバイスの UART と外部ホストとをつなげます。書き替えを行うための(a)書き替えル

ーチンはホスト上に用意します。 
 

 
図 6.3  内蔵ブートプログラムを利用した書き替え手順(1) 
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6.3.10.2.  Step-2 
 
シングルブートモードの端子条件設定でリセットを解除し、ブート ROM で起動します。シングルブ

ートモードの手順に従い、UART を経由してホストより(a)書き替えルーチンの転送を行いますが、最初

にユーザーアプリケーションプログラム上に記録されているパスワードとの照合を行います。詳細は「6.3.7.3.  
パスワード」の「(4) パスワードの設定値、設定範囲」を参照してください。 

 

 
図 6.4  内蔵ブートプログラムを利用した書き替え手順(2) 

 
 

6.3.10.3.  Step-3 
 
パスワードの照合が終了すると、ホストから(a)書き替えルーチンを転送します。ブート ROM はその

ルーチンを内部 RAM にロードします。ただし、RAM 上のアドレス"0x20000400"から RAM の転送可能

最終アドレスの範囲に格納してください。 
 

 
図 6.5  内蔵ブートプログラムを利用した書き替え手順(3)  
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6.3.10.4.  Step-4 
 
RAM 上の(a)書き替えルーチンへジャンプし、旧ユーザーアプリケーションプログラム領域の消去を

任意の消去単位で行います。 
 

 
図 6.6  内蔵ブートプログラムを利用した書き替え手順(4) 

 

6.3.10.5.  Step-5 
 
さらに、RAM 上の(a)書き替えルーチンを実行して、ホストより新ユーザーアプリケーシションプロ

グラムのデータをロードし、フラッシュメモリーの消去した領域に書き込みを行います。書き込みが完

了したら、ユーザープログラム領域のフラッシュプロテクトを設定します。 
下の例の場合、書き替えルーチンを転送したときと同じホストおよび UART 経由で書き替えデータも

転送されていますが、RAM 上で動作を開始した以降では、ユーザー独自にデータバスおよび転送元を

設定することもできます。方法に応じて、ボードのハードおよび書き替えルーチンを組み立ててくださ

い。 

 
図 6.7  内蔵ブートプログラムを利用した書き替え手順(5)  
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6.3.10.6.  Step-6 
 
書き込みが完了したら、一度ボードの電源を切断し、ホストと接続していたケーブルをはずします。

この後、再度電源を入れ直し、シングルブートモードの端子条件設定でリセットを解除、シングルチッ
プモードで起動し、新しいユーザーアプリケーションプログラムを実行します。 

 

 
図 6.8  内蔵ブートプログラムを利用した書き替え手順(6) 
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6.4.  シングルチップモードによる書き替え方法 
 
シングルブートモードで使用する通信が使用できないときに使用します。 
あらかじめフラッシュメモリー書き替え動作に移行する条件、「書き替えルーチン」をどの通信機能を

使用して転送するか決定します。それに合った回路の設計を行い、プログラムをフラッシュメモリーに

書き込んでおきます。 
シングルチップモードでは「フラッシュメモリー書き替えプログラム」の配置を下記の方法から選択

できます。 
 

(1) 内蔵する全てのフラッシュメモリーに対して操作が可能な内蔵 RAM に配置して実行する方法 
(2) 操作を行うフラッシュメモリーが片方のエリアの場合、他方のエリアに配置して実行するデュアル

動作を行う方法 
 
(1)については「6.4.1.  書き替えルーチンをフラッシュメモリーに内蔵する場合の手順例」「6.4.2. 書

き替えルーチンを外部から転送する手順例」を参照してください。 
(2)については「6.4.3. デュアル動作による書き替え方法」を参照してください。 
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6.4.1.  書き替えルーチンをフラッシュメモリーに内蔵する場合の手順例 
6.4.1.1.  Step-1 

 
あらかじめあらかじめフラッシュメモリーに以下に示すプログラムを書き込んでおきます。 
リセット処理プログラム内にこれらのプログラムを組み込んだ場合について説明します。 
 

(a) モード判定ルーチン: フラッシュメモリー書き替え動作に移行するプログラム 
(b) コピールーチン: (c)書き替えルーチンを内蔵 RAM にコピーするためのプログラム 
(c) 書き替えルーチン: 新ユーザーアプリケーションプログラムをホストから取り込み、 

   フラッシュメモリーを書き替えるためのプログラム 
 

 
図 6.9  書き替えルーチンをフラッシュメモリーに内蔵する場合の手順(1) 
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6.4.1.2.  Step-2 
 
リセット処理プログラムでフラッシュメモリー書き替え動作移行条件を判定します。フラッシュメモ

リー書き替え動作移行条件を満たしている場合、コピールーチンを実行します。 
フラッシュメモリー書き替え動作に移行した場合は、これ以降例外を発生させないでください。 
 

 
図 6.10  書き替えルーチンをフラッシュメモリーに内蔵する場合の手順(2) 

 
 

6.4.1.3.  Step-3 
 
フラッシュメモリー書き替え動作に移ると、(b)コピールーチンを使用して、(c)書き替えルーチンをフ

ラッシュメモリーから内蔵 RAM にコピーします。 
 

 
図 6.11  書き替えルーチンをフラッシュメモリーに内蔵する場合の手順(3) 
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6.4.1.4.  Step-4 
 
RAM 上の書き替えルーチンへジャンプし、旧ユーザープログラム領域のフラッシュプロテクトを解

除して、消去を行います。 
 

 
図 6.12  書き替えルーチンをフラッシュメモリーに内蔵する場合の手順(4) 

 
 

6.4.1.5.  Step-5 
 
さらに、RAM 上の書き替えルーチンを実行して、ホストより新ユーザーアプリケーションプログラ

ムのデータをロードし、フラッシュメモリーの消去した領域に書き込みを行います。書き込みが完了し

たら、ユーザープログラム領域のフラッシュプロテクトを設定します。 
 

 
図 6.13  書き替えルーチンをフラッシュメモリーに内蔵する場合の手順(5) 
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6.4.1.6.  Step-6 
 
フラッシュメモリー書き替え動作移行条件を解除し、RESET_N 端子でリセットをかけます。 
リセット解除後、モード判定ルーチンはフラッシュメモリー書き替え動作条件が解除されていると判

定し、新ユーザーアプリケーションプログラムを実行します。 
 

 
図 6.14  書き替えルーチンをフラッシュメモリーに内蔵する場合の手順(6) 
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6.4.2.  書き替えルーチンを外部から転送する手順例 
6.4.2.1.  Step-1 

 
あらかじめフラッシュメモリーに以下に示すプログラムを書き込んでおきます。 
リセット処理プログラム内にこれらのプログラムを組み込んだ場合について説明します。 
 
(a) モード判定ルーチン: 書き替え動作に移るためのプログラム 
(b) 転送ルーチン:  書き替えプログラムを外部から取り込むためのプログラム 
 
また、下記に示すプログラムはホスト上に用意します。 
 
(c) 書き替えルーチン: 新ユーザーアプリケーションプログラムをホストから取り込み、 

    フラッシュメモリーを書き替えるためのプログラム 
 

 
図 6.15  書き替えルーチンを外部から転送する手順(1) 
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6.4.2.2.  Step-2 
 
リセット処理プログラムでフラッシュメモリー書き替え動作移行条件を判定します。フラッシュメモ

リー書き替え動作移行条件を満たしている場合、転送ルーチンを実行します。 
フラッシュメモリー書き替え動作に移行した場合は、これ以降例外を発生させないでください。 
 

 
図 6.16  書き替えルーチンを外部から転送する手順(2) 

 
 

6.4.2.3.  Step-3 
 
フラッシュメモリー書き替え動作に移ると、(b)転送ルーチンを使用して、ホストより(c)書き替えルー

チンを内蔵 RAM にロードします。 
 

 
図 6.17  書き替えルーチンを外部から転送する手順(3) 
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6.4.2.4.  Step-4 
 
RAM 上の(c)書き替えルーチンへジャンプし、旧ユーザープログラム領域のフラッシュプロテクトを

解除して、消去を行います。 
 

 
図 6.18  書き替えルーチンを外部から転送する手順(4) 

 
 

6.4.2.5.  Step-5 
 
さらに、RAM 上の書き替えルーチンを実行して、ホストより新ユーザーアプリケーションプログラ

ムのデータをロードし、フラッシュメモリーの消去した領域に書き込みを行います。書き込みが完了し

たら、ユーザープログラム領域のフラッシュプロテクトを設定します。 
 

 
図 6.19  書き替えルーチンを外部から転送する手順(5) 
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6.4.2.6.  Step-6 
 
フラッシュメモリー書き替え動作移行条件を解除し、RESET_N 端子でリセットをかけます。 
リセット解除後、モード判定ルーチンはフラッシュメモリー書き替え動作条件が解除されていると判

定し、新ユーザーアプリケーションプログラムを実行します。 
 

 
図 6.20  書き替えルーチンを外部から転送する手順(6) 
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6.4.3. デュアル動作による書き替え方法 
 

フラッシュメモリーのエリアが 2 つ以上搭載されている場合、片方のエリアから命令、データの読み

出しを行いながら他方のエリアのフラッシュメモリーへの書き込み/消去が可能です。 
これをデュアル動作と呼びます。 
 
例えば、書き込み/消去を行う対象のフラッシュメモリーをエリア 1 とした場合、エリア 0 のフラッシ

ュメモリー上のプログラムを実行しながらエリア1のフラッシュメモリーへの書き込み/消去ができます。 
 
デュアル動作では、エリア 0 のフラッシュメモリー上の命令を実行する場合に限り、割り込みの使用

が可能です。 
 

6.4.3.1. Step-1 
 
あらかじめあらかじめフラッシュメモリーのエリア1に以下に示すプログラムを書き込んでおきます。 
リセット処理プログラム内にこれらのプログラムを組み込んだ場合について説明します。 
 

(a) モード判定ルーチン: 書き替え動作に移るためのプログラム 
(b) 書き替えルーチン: 新ユーザーアプリケーションプログラムをホストから取り込み、 

   フラッシュメモリーを書き替えるためのプログラム 
 

 
図 6.21  デュアル動作でのフラッシュメモリー書き替えの手順(1) 
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6.4.3.2. Step-2 
 

リセット処理プログラムでフラッシュメモリー書き替え動作移行条件を判定します。フラッシュメモ

リー書き替え動作移行条件を満たしている場合、書き替えルーチンを実行します。 
フラッシュメモリー書き替え動作に移行した場合は、これ以降例外を発生させないでください。 

 

 
図 6.22  デュアル動作でのフラッシュメモリー書き替えの手順(2) 

 
 

6.4.3.3. Step-3 
 
書き替えルーチンへジャンプし、旧ユーザープログラムの格納されているエリア 0 のフラッシュプロ

テクトを解除して、消去を行います。 
 

 
図 6.23  デュアル動作でのフラッシュメモリー書き替えの手順(3) 
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6.4.3.4. Step-4 
 

次に、消去したエリア 0 がブランク状態であることを確認します。その後、ホストより新ユーザーア

プリケーションプログラムを読み込み、RAM にロードします。 
 
RAM にロードした新ユーザーアプリケーションプログラムをエリア 0 に書き込みます。 
書き込みが完了したら、エリア 0 のフラッシュプロテクトを設定します。 

 

 
図 6.24  デュアル動作でのフラッシュメモリー書き替えの手順(4) 

 

6.4.3.5. Step-5 
 

フラッシュメモリー書き替え動作移行条件を解除し、RESET_N 端子でリセットをかけます。 
リセット解除後、モード判定ルーチンはフラッシュメモリー書き替え動作条件が解除されていると判

定し、新ユーザーアプリケーションプログラムを実行します。 
 

 
図 6.25  デュアル動作でのフラッシュメモリー書き替えの手順(5)  
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7. 使用上のご注意およびお願い事項 
 

● 本ドキュメントに記載の無い操作を行わないでください。 
● 本ドキュメントでレジスター割り当てが無いアドレスへのアクセスはしないでください。 
● 正常に書き込み/消去ができたか、コマンド実行後に読み出して確認することを推奨します。 
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8.  改訂履歴 
 

表 8.1  改訂履歴 

Revision Date Description 

1.0 2026-02-20 ・新規作成 
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製品取り扱い上のお願い 
株式会社東芝およびその子会社ならびに関係会社を以下「当社」といいます。 

本資料に掲載されているハードウエア、ソフトウエアおよびシステムを以下「本製品」といいます。 

• 本製品に関する情報等、本資料の掲載内容は、技術の進歩などにより予告なしに変更されることがあります。 

• 文書による当社の事前の承諾なしに本資料の転載複製を禁じます。また、文書による当社の事前の承諾を得て本
資料を転載複製する場合でも、記載内容に一切変更を加えたり、削除したりしないでください。 

• 当社は品質、信頼性の向上に努めていますが、半導体・ストレージ製品は一般に誤作動または故障する場合があ
ります。本製品をご使用頂く場合は、本製品の誤作動や故障により生命・身体・財産が侵害されることのないよ
うに、お客様の責任において、お客様のハードウエア・ソフトウエア・システムに必要な安全設計を行うことを
お願いします。なお、設計および使用に際しては、本製品に関する最新の情報（本資料、仕様書、データシート、
アプリケーションノート、半導体信頼性ハンドブックなど）および本製品が使用される機器の取扱説明書、操作
説明書などをご確認の上、これに従ってください。また、上記資料などに記載の製品データ、図、表などに示す
技術的な内容、プログラム、アルゴリズムその他応用回路例などの情報を使用する場合は、お客様の製品単独お
よびシステム全体で十分に評価し、お客様の責任において適用可否を判断してください。 

• 本製品は、特別に高い品質・信頼性が要求され、またはその故障や誤作動が生命・身体に危害を及ぼす恐れ、膨
大な財産損害を引き起こす恐れ、もしくは社会に深刻な影響を及ぼす恐れのある機器（以下"特定用途"という）
に使用されることは意図されていませんし、保証もされていません。特定用途には原子力関連機器、航空・宇宙
機器、医療機器（ヘルスケア除く）、車載・輸送機器、列車・船舶機器、交通信号機器、燃焼・爆発制御機器、各
種安全関連機器、昇降機器、発電関連機器などが含まれますが、本資料に個別に記載する用途は除きます。特定
用途に使用された場合には、当社は一切の責任を負いません。なお、詳細は当社営業窓口まで、または当社 Web
サイトのお問い合わせフォームからお問い合わせください。 

• 本製品を分解、解析、リバースエンジニアリング、改造、改変、翻案、複製等しないでください。 

• 本製品を、国内外の法令、規則及び命令により、製造、使用、販売を禁止されている製品に使用することはでき
ません。 

• 本資料に掲載してある技術情報は、製品の代表的動作・応用を説明するためのもので、その使用に際して当社及
び第三者の知的財産権その他の権利に対する保証または実施権の許諾を行うものではありません。 

• 別途、書面による契約またはお客様と当社が合意した仕様書がない限り、当社は、本製品および技術情報に関し
て、明示的にも黙示的にも一切の保証（機能動作の保証、商品性の保証、特定目的への合致の保証、情報の正確
性の保証、第三者の権利の非侵害保証を含むがこれに限らない。）をしておりません。 

• 本製品、または本資料に掲載されている技術情報を、大量破壊兵器の開発等の目的、軍事利用の目的、あるいは
その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」、「米国輸出
管理規則」等、適用ある輸出関連法令を遵守し、それらの定めるところにより必要な手続を行ってください。 

• 本製品の RoHS 適合性など、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問い合わせください。本製
品のご使用に際しては、特定の物質の含有・使用を規制する RoHS 指令等、適用ある環境関連法令を十分調査の
上、かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し
て、当社は一切の責任を負いかねます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 https://toshiba.semicon-storage.com/jp/ 
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